
高
砂
商
工
会
議
所
報

高
砂
商
工
会
議
所
報

発
行
日
／
平
成
三
十
年
四
月
二
日
発
行（
年
四
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
676
–8558
 高
砂
市
高
砂
町
北
本
町
一
一
〇
四

発
行
所
／
高
砂
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
九
）四
四
三-

〇
五
〇
〇

印
刷
所
／
丸
山
印
刷
株
式
会
社
〔
一
部
ニ
百
円（
送
料
別
）〕

地域・企業と人を結ぶ つなぐ 広げる地域・企業と人を結ぶ つなぐ 広げる

高砂商工会議所報高砂商工会議所報
平成30年4月2日発行　http://www.takasago-cci.or.jp平成30年4月2日発行　http://www.takasago-cci.or.jp

　
特 集

VOL. 249VOL. 249

新緑の採石場新緑の採石場

●会 議 所 の 動 き　平成30年度事業計画・収支予算承認
●会員インタビュー　｢手遅れ」という言葉が嫌い　これからも挑戦し続けたい！
●レディース・ゴー　もう前を向くだけ！音楽の楽しさを多くの人に！

高砂小学校第6代校長を務めた信念と気骨の教育者　廣田虎之助
関西サッカーリーグ１部に昇格！　高砂ミネイロフットボールクラブ

209960なびつま249.indd   1 2018/03/22   8:44



1

「
な
び
つ
ま
」
と
は…

　古
代
に
は
、
現
高
砂
市
域
の
大
半
は
加
古
川
の
旧
流
路
中
か
海
中
に
あ
り
、
河
口
付
近

に
は
砂
州
が
発
達
し
て
、
島
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
、

「こ郡お
りの
南
の
海
中
に
小
嶋
あ
り
。
名
を
南な

毗び

都つ

麻ま

と
曰
ふ
」
と
あ
り
ま
す
。
景
行
天
皇
の

妻つ
ま

訪ど

い
伝
承
で
有
名
な
こ
の
南
毗
都
麻
（
隠な
び

妻つ
ま

）
島
は
、
加
古
川
河
口
部
付
近
に
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　た
か
さ
ご
史
話
59

　〜
古
代
高
砂
の
景
観
〜

　よ
り

　こ
の
会
報
を
通
し
て
会
員
と
会
議
所
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

地
元
「
高
砂
」
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

http://www.yatsuka.jphttp://www.yatsuka.jp

各種ご宴会御予約承ります。
●高砂名物　あなご会席　6,480円
　　　　　　松　会　席　3,240円
●３５名様収容可能
　人数・ご予算等お気軽にご相談
　ください。

お昼のサービスランチ 大好評 !

写真は松会席
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2　会議所の動き

4　レディース・ゴー

5　会員インタビュー

6　クローズアップ

7　高砂ゆかりの人々

8　私のお気に入りの店

8　私の好きな・・・

9　働き盛りの健康一口メモ

9　私の宝物

10　会員のひろば

11　会員のひろば

12　会員のひろば

平成30年度　事業計画・収支予算承認

もう前を向くだけ！
　　　　音楽の楽しさを多くの人に！

｢手遅れ」という言葉が嫌い
　　　　これからも挑戦し続けたい！

関西サッカーリーグ１部に昇格！
高砂ミネイロフットボールクラブ

高砂小学校第6代校長を務めた
　　信念と気骨の教育者　廣田虎之助　

お客様の満足と従業員の喜びが一番

日本的経営の原点　商人道｢石門心学」

糖尿病とは？～基礎の話～①

詩吟の仲間たち

無料専門相談、融資制度　他

活動報告

新入会員紹介

もくじ

株
式
会
社

　福
助
堂 
　

代
表
取
締
役

　福
田
　裕文
さ
ん

　私
は
荒
井
町
に
あ
る
和
菓
子
屋
「
福
助

堂
」
の
二
代
目
で
す
。

　和
菓
子
と
い
う
の
は
、
地
方
ご
と
に
方
言
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
限
ら

れ
た
地
域
内
で
し
か
人
や
物
の
移
動
が
な
い
時
期
に
完
成
さ
れ
た
の
か
、

習
慣
や
農
産
物
な
ど
の
地
域
性
が
形
や
味
、
色
に
非
常
に
濃
く
表
現
さ
れ

て
い
る
食
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　旅
行
を
し
た
り
お
土
産
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
そ
の
土
地
の
和
菓
子
を

食
べ
て
み
ま
す
と
、
同
じ
和
菓
子
と
い
う
分
類
で
一
つ
に
し
て
し
ま
っ
て

良
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
感
じ
る
ほ
ど
に
多
様
性
が
あ
り
ま
す
。

　「で
は
、
高
砂
ら
し
い
和
菓
子
は
？
」
と
考
え
る
と
き
に
、
私
の
場
合
、

『
な
び
つ
ま
』
の
編
集
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
大
変
勉

強
に
な
り
ま
す
。
10
人
余
り
の
メ
ン
バ
ー
な
の
で
い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い

の
意
見
交
換
会
で
す
し
、
高
砂
が
大
好
き
で
、
高
砂
の
こ
と
を
話
し
出
す

と
も
う
止
ま
ら
な
い
大
先
輩
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
7
部
会
ご
と
の
委
員
選

出
で
す
の
で
、
業
種
の
違
う
方
々
の
お
話
が
聞
け
る
の
も
楽
し
い
限
り
で

す
。
今
後
も
高
砂
商
工
会
議
所
広
報
誌
『
な
び
つ
ま
』
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

私
た
ち
が
編
集
委
員
、
や
っ
て
ま
す
！

今月の表紙
「新緑の採石場」

　高砂特産の竜山石の採石場。
　白い岩肌が緑に映える春から
初夏にかけてのワンシーン。コ
ントラストが美しい。
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会議所の動き

会
議
所
の
動
き

通
常
議
員
総
会

事
業
計
画・収
支
予
算
承
認

平
成
30
年
度

国
の
覇
権
主
義
、
北
朝
鮮
の
安
全
保
障
リ
ス
ク

な
ど
懸
念
材
料
も
多
く
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
は
、
安
倍

内
閣
が
政
権
と
し
て
安
定
し
た
信
任
を
受
け
、

少
子
高
齢
化
社
会
で
の
人
口
減
少
や
I
o
T

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
）、
A
I
（
人
工

知
能
）
の
進
化
に
対
応
し
て
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

5.0
」
と
い
う
新
し
い
社
会
づ
く
り
を
提
唱
し

「
生
産
性
革
命
」「
人
づ
く
り
革
命
」「
働
き
方

改
革
」
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
当
商
工
会
議
所
は

第
27
期
の
2
年
目
を
迎
え
ま
す
。「
未
来
へ
帆

を
あ
げ
て
、
い
い
会
議
所
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
」
を
運
営
方
針
に
掲
げ
、
昨
年
に
引
き
続
き

3
つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
挑
ん
で
い
き

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
昨
年
再
編
さ
れ
た
7
部

会
と
新
産
業
創
造
特
別
委
員
会
に
問
題
解
決
型

の
果
敢
な
活
動
を
推
進
い
た
だ
き
、
大
学
・
高

専
と
産
学
連
携
し
て
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
拠
点
」
と
し
て
、「
産
業
の
創
生
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

　ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
学
習
機
会
を
増
や
す

と
と
も
に
、
都
市
力
創
造
特
別
委
員
会
の
活
発

な
議
論
を
通
し
て
、
未
来
志
向
で
持
続
的
・
破

壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
提
唱
い
た
だ
き
、

「
都
市
の
創
生
」
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、

経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
く
中
小
企
業
支
援

を
遂
行
し
、
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
強
化

と
更
な
る
運
営
品
質
向
上
に
取
り
組
み
、「
会

議
所
の
創
生
」
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

　将
来
の
不
確
実
性
が
高
ま
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

勇
気
を
持
っ
て
破
壊
と
創
造
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
挑
戦
し
、
抜
本
的
な
体
質
強
化
を
急
が
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　「未
来
へ
帆
を
あ
げ
て
」
―
―

　ビ
ジ
ネ
ス
支

援
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
商
工
会
議
所
活
動

基
盤
の
強
化
に
邁
進
し
、
総
力
を
挙
げ
て
「
い

い
会
議
所
づ
く
り
」
に
真
っ
向
勝
負
を
挑
み
ま

す
。

　平
成
30
年
度
の
本
所
事
業
活
動
を
決
定
す
る

通
常
議
員
総
会
が
3
月
5
日
㈪
高
砂
市
文
化
保

健
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
事

業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　同
総
会
で
は
、
森
本
会
頭
を
は
じ
め
役
員
、

議
員
約
50
名
が
出
席
し
、
開
会
に
先
立
っ
て
都

倉
副
会
頭
の
先
導
の
も
と
、
恒
例
の
謡
曲
合
唱

を
行
い
ま
し
た
。
会
頭
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
事

録
署
名
人
を
指
名
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
案
①
 監事
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
②
 平成
30
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
③
 平成
30
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
報
告
事
項
10
項
が
報
告
さ
れ
、
通

常
議
員
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　平
成
30
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

 

運
営
方
針
　2
0
1
7
–
2
0
1
9
年

未
来
へ
帆
を
あ
げ
て

　2
0
1
8
年

―
破
壊
と
創
造
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
―

　世
界
経
済
は
緩
や
か
な
拡
大
基
調
に
あ
り
ま

す
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
米
国
第
一
主
義
や
中

 

Ⅱ
　平
成
30
年
度
　
事
業
の
要
点

１
．
ビ
ジ
ネ
ス
支
援（
中
小
企
業
事
業
発

展
の
た
め
に
）

　⑴
経
営
革
新
の
取
り
組
み
支
援

　⑵
経
営
改
善
の
取
り
組
み
支
援

　⑶
創
業
者
・
事
業
承
継
者
へ
の
支
援

　⑷
人
材
確
保
・
人
材
育
成
に
対
す
る
支
援

　⑸
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
支
援

　⑹
商
業
の
活
性
化
・イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
支
援

２
．
都
市
力
創
造（
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
）

　⑴
成
長
の
基
盤
と
な
る
次
世
代
イ
ン
フ
ラ
の

推
進

　⑵
観
光
集
客
と
文
化
育
成

　⑶
商
工
会
議
所
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
発
揮

３
．
組
織
力
向
上（
商
工
会
議
所
活
動
基

盤
強
化
の
た
め
に
）

　⑴
1
6
0
0
会
員
へ
の
拡
大
と
組
織
力
の
維

持
、
向
上

　⑵
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
強
化

　⑶
商
工
会
議
所
活
動
基
盤
の
強
化

 

Ⅰ
　平
成
30
年
度
　
重
点
事
業

◇
経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
く
中
小
企
業
支

援
事
業
の
遂
行

　―
―
―
―

　ビ
ジ
ネ
ス
支
援
　

◇
第
4
次
産
業
革
命
を
担
う
人
材
の
育
成
と
新

産
業
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り

　
　―
―
―
―

　ビ
ジ
ネ
ス
支
援
　

◇
成
長
の
基
盤
と
な
る
次
世
代
イ
ン
フ
ラ
の
推

進

　
　
　
　
　
　―
―
―
―

　都
市
力
創
造
　

◇
観
光
資
源
の
開
発
・
整
備
と
観
光
客
誘
致
対

策
事
業
へ
の
支
援

　――
―
―

　都
市
力
創
造
　

◇
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　―
―
―
―

　組
織
力
向
上
　

◇
会
議
所
運
営
品
質
革
新
に
よ
る
会
員
満
足
度

の
向
上

　
　
　
　―
―
―
―

　組
織
力
向
上
　

平成30年度高砂商工会議所収支予算 自　平成30年　４月　１日
至　平成31年　３月３１日

一般（公益・収益を含む） 小規模事業（中小企業） 単位：千円

収　入　の　部 収　入　の　部

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．会　　　　　費

2．負　　　担　　　金

3．事　業　収　入

4．交　　　付　　　金

5．雑　　　収　　　入

6．繰　　　入　　　金

7．繰　　　越　　　金

合　　　計

36,310

400

31,720

18,294

2,150

4,850

1,000

94,724

36,910

400

33,300

19,794

6,254

5,250

2,400

104,308

△ 600

0

△ 1,580

△ 1,500

△ 4,104

△ 400

△ 1,400

△ 9,584

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．県　補　助　金

2．負　　　担　　　金

3．雑　　　収　　　入

合　　　計

36,232

13,500

550

50,282

36,039

13,000

550

49,589

193

500

0

693

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．事　　業　　費

2．管　　理　　費

3．退 職 積 立 金

4．予　　備　　費

合　　　計

42,073

50,542

1,590

519

94,724

48,410

53,462

1,770

666

104,308

△ 6,337

△ 2,920

△ 180

△ 147

△ 9,584

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．給　　与　　費

2．福利環境整備費

3．旅　　　　　費

4．事　　務　　費

5．指 導 事 業 費

6．施 策 普 及 費

7．事務局長設置費

8．資質向上対策費

9．その他の事業費

10．予　　備　　費

合　　　計

40,376

1,903

460

552

1,910

350

4,201

200

100

230

50,282

40,174

1,897

460

552

1,800

350

4,201

100

30

25

49,589

202

6

0

0

110

0

0

100

70

205

693

支　出　の　部 支　出　の　部
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会議所の動き

会
議
所
の
動
き

通
常
議
員
総
会

事
業
計
画・収
支
予
算
承
認

平
成
30
年
度

国
の
覇
権
主
義
、
北
朝
鮮
の
安
全
保
障
リ
ス
ク

な
ど
懸
念
材
料
も
多
く
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
は
、
安
倍

内
閣
が
政
権
と
し
て
安
定
し
た
信
任
を
受
け
、

少
子
高
齢
化
社
会
で
の
人
口
減
少
や
I
o
T

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
）、
A
I
（
人
工

知
能
）
の
進
化
に
対
応
し
て
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

5.0
」
と
い
う
新
し
い
社
会
づ
く
り
を
提
唱
し

「
生
産
性
革
命
」「
人
づ
く
り
革
命
」「
働
き
方

改
革
」
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
当
商
工
会
議
所
は

第
27
期
の
2
年
目
を
迎
え
ま
す
。「
未
来
へ
帆

を
あ
げ
て
、
い
い
会
議
所
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
」
を
運
営
方
針
に
掲
げ
、
昨
年
に
引
き
続
き

3
つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
挑
ん
で
い
き

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
昨
年
再
編
さ
れ
た
7
部

会
と
新
産
業
創
造
特
別
委
員
会
に
問
題
解
決
型

の
果
敢
な
活
動
を
推
進
い
た
だ
き
、
大
学
・
高

専
と
産
学
連
携
し
て
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
拠
点
」
と
し
て
、「
産
業
の
創
生
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

　ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
学
習
機
会
を
増
や
す

と
と
も
に
、
都
市
力
創
造
特
別
委
員
会
の
活
発

な
議
論
を
通
し
て
、
未
来
志
向
で
持
続
的
・
破

壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
提
唱
い
た
だ
き
、

「
都
市
の
創
生
」
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、

経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
く
中
小
企
業
支
援

を
遂
行
し
、
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
強
化

と
更
な
る
運
営
品
質
向
上
に
取
り
組
み
、「
会

議
所
の
創
生
」
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

　将
来
の
不
確
実
性
が
高
ま
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

勇
気
を
持
っ
て
破
壊
と
創
造
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
挑
戦
し
、
抜
本
的
な
体
質
強
化
を
急
が
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　「未
来
へ
帆
を
あ
げ
て
」
―
―

　ビ
ジ
ネ
ス
支

援
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
商
工
会
議
所
活
動

基
盤
の
強
化
に
邁
進
し
、
総
力
を
挙
げ
て
「
い

い
会
議
所
づ
く
り
」
に
真
っ
向
勝
負
を
挑
み
ま

す
。

　平
成
30
年
度
の
本
所
事
業
活
動
を
決
定
す
る

通
常
議
員
総
会
が
3
月
5
日
㈪
高
砂
市
文
化
保

健
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
事

業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　同
総
会
で
は
、
森
本
会
頭
を
は
じ
め
役
員
、

議
員
約
50
名
が
出
席
し
、
開
会
に
先
立
っ
て
都

倉
副
会
頭
の
先
導
の
も
と
、
恒
例
の
謡
曲
合
唱

を
行
い
ま
し
た
。
会
頭
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
事

録
署
名
人
を
指
名
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
案
①
 監事
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
②
 平成
30
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
③
 平成
30
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
報
告
事
項
10
項
が
報
告
さ
れ
、
通

常
議
員
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　平
成
30
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

 

運
営
方
針
　2
0
1
7
–
2
0
1
9
年

未
来
へ
帆
を
あ
げ
て

　2
0
1
8
年

―
破
壊
と
創
造
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
―

　世
界
経
済
は
緩
や
か
な
拡
大
基
調
に
あ
り
ま

す
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
米
国
第
一
主
義
や
中

 

Ⅱ
　平
成
30
年
度
　
事
業
の
要
点

１
．
ビ
ジ
ネ
ス
支
援（
中
小
企
業
事
業
発

展
の
た
め
に
）

　⑴
経
営
革
新
の
取
り
組
み
支
援

　⑵
経
営
改
善
の
取
り
組
み
支
援

　⑶
創
業
者
・
事
業
承
継
者
へ
の
支
援

　⑷
人
材
確
保
・
人
材
育
成
に
対
す
る
支
援

　⑸
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
支
援

　⑹
商
業
の
活
性
化
・イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
支
援

２
．
都
市
力
創
造（
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
）

　⑴
成
長
の
基
盤
と
な
る
次
世
代
イ
ン
フ
ラ
の

推
進

　⑵
観
光
集
客
と
文
化
育
成

　⑶
商
工
会
議
所
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
発
揮

３
．
組
織
力
向
上（
商
工
会
議
所
活
動
基

盤
強
化
の
た
め
に
）

　⑴
1
6
0
0
会
員
へ
の
拡
大
と
組
織
力
の
維

持
、
向
上

　⑵
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
強
化

　⑶
商
工
会
議
所
活
動
基
盤
の
強
化

 

Ⅰ
　平
成
30
年
度
　
重
点
事
業

◇
経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
く
中
小
企
業
支

援
事
業
の
遂
行

　―
―
―
―

　ビ
ジ
ネ
ス
支
援
　

◇
第
4
次
産
業
革
命
を
担
う
人
材
の
育
成
と
新

産
業
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り

　
　―
―
―
―

　ビ
ジ
ネ
ス
支
援
　

◇
成
長
の
基
盤
と
な
る
次
世
代
イ
ン
フ
ラ
の
推

進

　
　
　
　
　
　―
―
―
―

　都
市
力
創
造
　

◇
観
光
資
源
の
開
発
・
整
備
と
観
光
客
誘
致
対

策
事
業
へ
の
支
援

　――
―
―

　都
市
力
創
造
　

◇
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　―
―
―
―

　組
織
力
向
上
　

◇
会
議
所
運
営
品
質
革
新
に
よ
る
会
員
満
足
度

の
向
上

　
　
　
　―
―
―
―

　組
織
力
向
上
　

平成30年度高砂商工会議所収支予算 自　平成30年　４月　１日
至　平成31年　３月３１日

一般（公益・収益を含む） 小規模事業（中小企業） 単位：千円

収　入　の　部 収　入　の　部

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．会　　　　　費

2．負　　　担　　　金

3．事　業　収　入

4．交　　　付　　　金

5．雑　　　収　　　入

6．繰　　　入　　　金

7．繰　　　越　　　金

合　　　計

36,310

400

31,720

18,294

2,150

4,850

1,000

94,724

36,910

400

33,300

19,794

6,254

5,250

2,400

104,308

△ 600

0

△ 1,580

△ 1,500

△ 4,104

△ 400

△ 1,400

△ 9,584

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．県　補　助　金

2．負　　　担　　　金

3．雑　　　収　　　入

合　　　計

36,232

13,500

550

50,282

36,039

13,000

550

49,589

193

500

0

693

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．事　　業　　費

2．管　　理　　費

3．退 職 積 立 金

4．予　　備　　費

合　　　計

42,073

50,542

1,590

519

94,724

48,410

53,462

1,770

666

104,308

△ 6,337

△ 2,920

△ 180

△ 147

△ 9,584

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．給　　与　　費

2．福利環境整備費

3．旅　　　　　費

4．事　　務　　費

5．指 導 事 業 費

6．施 策 普 及 費

7．事務局長設置費

8．資質向上対策費

9．その他の事業費

10．予　　備　　費

合　　　計

40,376

1,903

460

552

1,910

350

4,201

200

100

230

50,282

40,174

1,897

460

552

1,800

350

4,201

100

30

25

49,589

202

6

0

0

110

0

0

100

70

205

693

支　出　の　部 支　出　の　部

3 2
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会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

レディース　ゴー

レ
デ
ィ
ー
ス
　ゴー

ピアノ脱力法メソッドを教える島崎さん

5 4

　自
宅
で
ピ
ア
ノ
教
室
を
開
く
か
た
わ
ら
、「
り
ら
」

の
名
で
鍵
盤
奏
者
と
し
て
多
方
面
で
活
躍
す
る
島
崎
純

子
さ
ん
。
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
東
京
で
生
ま
れ
た
が
、

小
学
校
に
入
る
と
き
に
高
砂
に
戻
り
、
高
砂
小
学
校
、

高
砂
中
学
校
へ
と
進
ん
だ
。

　ピ
ア
ノ
を
始
め
た
の
は
小
学
2
年
生
か
ら
だ
が
、
そ

の
頃
は
た
だ
の
ん
び
り
と
し
た
も
の
。
そ
れ
が
変
わ
っ

た
の
は
6
年
生
の
と
き
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
す
少
女

を
描
い
た
小
泉
今
日
子
主
演
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
少
女

に
何
が
起
っ
た
か
」
を
見
て
か
ら
だ
そ
う
で
、「
そ
れ

で
も
ま
だ
少
な
い
ん
で
す
が
、
1
日
に
2
時
間
ぐ
ら
い

練
習
を
す
る
ま
で
に
な
っ
て
」
と
笑
う
。

　進
ん
だ
高
砂
中
学
校
、
加
古
川
東
高
校
で
は
吹
奏
楽

部
に
所
属
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
た
が
、
こ
の
と
き

　と
こ
ろ
が
進
学
先
は
音
楽
の
教
師
を
育
成
す
る
の
が

主
眼
。
決
め
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、
決
め

ら
れ
た
通
り
の
教
え
方
を
す
る
の
が
「
良
し
」
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
、
演
奏
す
る
の
も
教
え
る
の
も
「
音
楽
っ

て
楽
し
い
」
が
基
本
だ
と
思
っ
て
い
る
純
子
さ
ん
は
、

学
校
教
員
の
あ
り
方
と
は
相
容
れ
ず
、
大
学
院
に
ま
で

進
ん
だ
も
の
の
「
教
師
に
は
な
ら
ず
、
フ
リ
ー
タ
ー
に

（
笑
）」

　卒
業
し
た
の
は
1
9
9
7
年
だ
が
、
当
時
は
ま
だ
バ

ブ
ル
の
余
韻
が
残
っ
て
お
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
で

の
演
奏
な
ど
で
充
分
食
べ
て
い
け
、
海
外
の
音
楽
院
に

短
期
留
学
し
た
こ
と
も
。

　そ
し
て
1
9
9
9
年
に
結
婚
。
主
婦
業
の
か
た
わ
ら

音
楽
教
室
を
開
く
な
ど
し
て
い
た
が
、
大
き
な
転
機
を

迎
え
た
の
が
2
0
1
3
年
。
40
歳
を
迎
え
た
頃
だ
っ
た

と
話
す
。

　「40
歳
は
不
惑
っ
て
い
い
ま
す
け
ど
、
私
の
中
に
は

何
も
な
い
っ
て
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
で
す
。
音
大
卒
じ
ゃ
な
い
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

も
あ
っ
た
し
、
娘
の
反
抗
期
と
か
、
家
庭
内
で
も
色
々

あ
っ
て
、
私
に
と
っ
て
は
暗
黒
期
で
し
た
」。

　そ
ん
な
と
き
に
再
会
し
た
の
が
小
学
校
、
中
学
校
の

同
級
生
だ
っ
た
ギ
タ
リ
ス
ト
の
ザ
・
タ
ニ
シ
さ
ん
。
タ

ニ
シ
さ
ん
は
三
味
線
の
先
生
で
ギ
タ
ー
教
室
も
開
い
て

い
る
人
。「
難
し
く
考
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
、
一
般
の
方

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
音
楽
を
」
と
の
考
え
で
意
気

投
合
し
、
同
級
生
ユ
ニ
ッ
ト
「
高
砂
ぺ
ん
ぎ
ん
舎
」
を

結
成
。「
り
ら
」
こ
と
純
子
さ
ん
が
鍵
盤
楽
器
を
、
タ

ニ
シ
さ
ん
が
ギ
タ
ー
を
担
当
し
、
様
々
な
場
所
に
出
か

け
て
は
演
奏
を
届
け
て
い
る
。

　も
う
一
つ
、
こ
の
頃
に
出
会
っ
た
の
が
関
東
在
住
の

大
嶋
聡
子
さ
ん
が
考
案
し
た
「
ピ
ア
ノ
脱
力
法
メ
ソ
ッ

ド
」。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
例
に
漏
れ
ず
純
子
さ
ん
も
手
首

の
腱
鞘
炎
や
首
や
肩
、
腰
の
張
り
や
痛
み
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
が
、
大
嶋
さ
ん
が
月
に
一
度
大
阪
に
来
る
と
き

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
き
っ
か
け
に

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
き
っ
か
け
に

40
歳
で
迎
え
た
大
き
な
転
機

40
歳
で
迎
え
た
大
き
な
転
機

に
メ
ソ
ッ
ド
の
教
え
を
乞
い
に
通
い
、
悩
み
を
解
消
。

多
く
の
人
に
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
を
届
け
た
い
と
2
0
1
5

年
に
公
認
ト
レ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
今
は
そ
の
指
導
に
も

当
た
っ
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
、
俳
優
の
北
原
雅
樹
さ
ん
が
主
宰
し
、
加

古
川
市
を
拠
点
に
広
く
活
躍
し
て
い
る
「
即
劇
遊
団
あ

ド
り
部
」
で
も
即
興
奏
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　「敷
居
を
低
く
し
て
、
音
楽
っ
て
楽
し
い
っ
て
こ
と

を
多
く
の
人
に
届
け
た
い
。
だ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ポ
ッ
プ
ス
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
な
い
し
、
ピ
ア

ノ
を
教
え
て
い
て
、
生
徒
さ
ん
が
間
違
っ
て
弾
い
た
と

き
も
『
そ
れ
違
っ
て
い
る
よ
。
で
も
、
そ
れ
も
悪
く
な

い
よ
ね
』
と
い
っ
た
具
合
に
一
方
的
に
型
に
は
め
た
り
、

叱
っ
た
り
し
な
い
。
優
し
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
楽
し
く
な
く
っ
ち
ゃ
長
続
き
し
ま
せ
ん

も
の
」
と
。

　40
歳
を
過
ぎ
、
さ
ら
に
は
離
婚
も
経
験
し
て
「
い
ろ

ん
な
悩
み
も
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
吹
っ
切
れ
て
、
前
を

向
く
だ
け
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
す
純
子

さ
ん
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
即
劇
遊
団
あ
ド
り

部
の
北
原
雅
樹
さ
ん
が
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
「
バ
ー
・

ハ
ー
ネ
ス
バ
レ
ル
」
で
も
月
に
何
回
か
ピ
ア
ノ
の
生
演

奏
を
届
け
る
予
定
だ
と
か
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が
楽

し
み
な
女
性
で
あ
る
。

に
「
音
楽
っ
て
楽
し
い
」
と
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
、
大
学
は
神
戸
大
学
教

育
学
部
音
楽
科
ピ
ア
ノ
専
攻
へ
。「
勉
強

も
嫌
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
し
、
音
楽
大
学
だ

と
学
費
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

…
…
」
と
話
す
。

【メモ】バー・ハーネスバレル
　　　 高砂市高砂町浜田町1－5－6
　　　 シャレード高砂1F
　　　 ☎079－442－9877

りら音楽教室　代表

島崎　純子さん

もう前を向くだけ！音楽の
　　　　　　　楽しさを多くの人に！

│
河
合
さ
ん
は
2
0
1
1
年
に
最
高
齢
記

録
を
2
歳
更
新
す
る
63
歳
で
不
動
産
鑑

定
士
試
験
に
合
格
さ
れ
、
新
聞
に
も
大

き
く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
ろ
う
と

思
わ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　
そ
れ
ま
で
は
高
砂
市
内
の
建
設
資
材
の
販

売
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
す
が
、
不
動

産
と
い
う
の
は
い
ろ
ん
な
法
律
の
絡
み
や
、

そ
の
と
き
の
経
済
情
勢
と
か
が
あ
っ
て
客
観

的
な
評
価
が
難
し
い
。
そ
の
い
い
加
減
さ
と

い
う
か
不
思
議
さ
、
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と

の
多
さ
に
惹
か
れ
て
挑
戦
し
て
み
よ
う
か
な

と
思
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
飲
む
の
が
仕
事
の
よ

う
な
毎
日
を
送
っ
て
い
た
の
で
、
気
持
ち
の

切
り
替
え
が
難
し
く
、
59
歳
で
退
職
し
、
神

戸
の
専
門
の
予
備
校
に
通
い
ま
し
た
。
遅
い

出
発
で
し
た
が
、
私
は
「
手
遅
れ
」
と
い
う

言
葉
が
嫌
い
。
ま
わ
り
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た

り
思
わ
れ
た
り
す
る
の
が
イ
ヤ
だ
か
ら
、
最

初
の
1
、
2
年
は
そ
れ
ま
で
の
友
人
関
係
も

切
っ
て
ま
で
勉
強
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

│
し
か
し
、
不
動
産
鑑
定
士
と
い
う
の

は
最
難
関
の
国
家
資
格
。
5
年
か
け

て
難
関
を
突
破
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
の
で
は
？

　
皆
さ
ん
、
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
と
苦
労

話
を
期
待
さ
れ
る
の
で
す
が
、
逆
に
楽
し

か
っ
た
か
ら
続
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

（
笑
）。
そ
れ
に
一
次
試
験
は
○
×
式
で
す
が
、

二
次
は
民
法
、
経
済
学
、
会
計
学
、
鑑
定
理

論
、
鑑
定
評
価
演
習
な
ど
の
論
述
式
の
問
題

で
す
か
ら
、
勉
強
が
形
に
な
っ
て
身
に
付
い

て
い
く
と
い
う
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。

│
不
動
産
鑑
定
士
と
い
う
の
は
主
に
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
？

　
不
動
産
の
鑑
定
評
価
が
主
で
す
。
公
的
な

も
の
と
し
て
は
国
や
都
道
府
県
が
行
う
「
地

価
公
示
」
や
「
都
道
府
県
地
価
調
査
」、
裁

判
所
か
ら
依
頼
さ
れ
る
競
売
物
件
の
評
価
、

相
続
税
路
線
価
評
価
、
固
定
資
産
税
評
価
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
民
間
の
仕
事
と
し
て
は
銀

行
の
担
保
評
価
や
相
続
不
動
産
の
た
め
の
鑑

定
評
価
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

│
そ
の
中
で
河
合
さ
ん
が
心
が
け
て
お
ら

れ
る
こ
と
は
？

　
開
業
し
て
５
年
に
な
り
ま
す
し
、
他
の
鑑

定
士
さ
ん
と
の
差
別
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
心
が
け
て
い
る
の
は
、

鑑
定
に
当
た
る
場
合
に
○
○
士
の
領
域
、
垣

根
を
超
え
て
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
不
動
産

を
め
ぐ
る
仕
事
に
は
い
ろ
ん
な
法
律
が
絡
ん

で
く
る
。
そ
れ
で
自
分
の
領
域
に
な
い
も
の

は
「
そ
れ
は
税
理
士
さ
ん
に
聞
い
て
く
れ
」

と
か
「
土
地
家
屋
調
査
士
に
お
願
い
し
て
く

だ
さ
い
」
と
か
言
い
が
ち
な
ん
で
す
。
例
え

ば
私
が
手
が
け
た
ケ
ー
ス
で
は
土
地
の
境
界

に
関
す
る
問
題
が
あ
っ
た
。
Ａ
さ
ん
が
自
分

の
敷
地
内
ギ
リ
ギ
リ
に
立
て
て
い
た
塀
の
上

に
隣
家
の
Ｂ
さ
ん
が
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
も

の
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
で
Ａ

さ
ん
か
ら
私
に
相
談
が
あ
っ
て
、
本
来
な
ら

「
土
地
家
屋
調
査
士
と
か
測
量
士
に
頼
ん
で
」

と
言
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
は
自
分
で
法
務

局
に
行
っ
て
図
面
を
確
認
し
、
土
地
家
屋
調

査
士
と
も
相
談
し
た
上
で
円
満
解
決
に
導
い

た
。
そ
う
し
た
○
○
士
の
領
域
、
垣
根
を
超
え

た
業
務
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
昨
年
は
本
の
執
筆
も
さ
れ
た
と
か
？

　
は
い
。
昨
年
9
月
に
出
版
さ
れ
た
清
文
社

の
『
三
大
都
市
圏
主
要
都
市
の
担
当
窓
口
が

わ
か
る
！
　
土
地
評
価
の
た
め
の
役
所
調
査

便
覧
』
に
著
者
代
表
と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。

相
続
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
問
題
で
役
所
に

資
料
を
取
り
に
行
き
た
く
と
も
、
ど
の
部
署

に
行
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
お
役
所

は
縦
割
り
行
政
で
す
か
ら
、
た
ら
い
回
し
さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
、
首
都
圏
・
近
畿
県
・
中
京

圏
の
主
要
都
市
別
に
資
料
収
集
の
窓
口
を
一

覧
化
し
た
も
の
で
す
。

│
河
合
さ
ん
は
防
災
に
も
取
り
組
ま
れ

て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
？

　
は
い
。
鑑
定
評
価
に
当
た
る
場
合
、
ど
う

し
て
も
環
境
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

そ
こ
で
東
播
磨
県
民
局
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委

員
会
に
参
加
し
、
あ
る
部
会
で
浸
水
被
害
の

多
い
法
華
山
谷
川
流
域
の
防
災
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
連
携
に
よ
る
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。ま
た
、三
木
市
の
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン

タ
ー
で
昨
年
10
月
か
ら
開
か
れ
て
い
る
「
ひ
ょ

う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
座
」
も
受
講
。
自
分

な
り
に
地
域
防
災
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

│
最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
ミ
ン
ト
不

動
産
鑑
定
」
と
い
う
社
名
は
ど
う
い

う
き
っ
か
け
で
？

　
不
動
産
鑑
定
は
「（
不
動
産
を
）
ち
ゃ
ん

と
ミ
ン
ト
あ
か
ん
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
付

け
た
の
で
す
が
、
実
は
こ
じ
つ
け
で
、
本
当

は
妻
が
選
ん
だ
名
前
な
ん
で
す
。
ミ
ン
ト
に

は
清
涼
感
が
あ
る
し
、「
あ
ん
た
に
は
胡
散

臭
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
の
が
妻

の
命
名
の
理
由
だ
そ
う
で
す
（
笑
）。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
時
代
は
お
酒
ば
か
り
飲
ん
で
い
ま

し
た
か
ら
、
今
も
妻
に
は
頭
が
上
が
ら
ん
の

で
す
よ
（
笑
）。

│
本
日
は
お
忙
し
い
な
か
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
手
遅
れ
」
と
い
う
言
葉
が
嫌
い

　
　
　
　
　
　
　こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
続
け
た
い
！

ミント不動産鑑定
不動産鑑定士

河合 悟さん

　高砂商工会議所の会員に、
企業人としての活動ぶりやま
ちづくりへの思いなどについ
て聞くこのコーナー。今回は
ミント不動産鑑定の河合悟さ
んにお話をうかがってみた。 真剣な眼差しで仕事に向かう河合さん
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ピアノ脱力法メソッドを教える島崎さん
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　自
宅
で
ピ
ア
ノ
教
室
を
開
く
か
た
わ
ら
、「
り
ら
」

の
名
で
鍵
盤
奏
者
と
し
て
多
方
面
で
活
躍
す
る
島
崎
純

子
さ
ん
。
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
東
京
で
生
ま
れ
た
が
、

小
学
校
に
入
る
と
き
に
高
砂
に
戻
り
、
高
砂
小
学
校
、

高
砂
中
学
校
へ
と
進
ん
だ
。

　ピ
ア
ノ
を
始
め
た
の
は
小
学
2
年
生
か
ら
だ
が
、
そ

の
頃
は
た
だ
の
ん
び
り
と
し
た
も
の
。
そ
れ
が
変
わ
っ

た
の
は
6
年
生
の
と
き
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
す
少
女

を
描
い
た
小
泉
今
日
子
主
演
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
少
女

に
何
が
起
っ
た
か
」
を
見
て
か
ら
だ
そ
う
で
、「
そ
れ

で
も
ま
だ
少
な
い
ん
で
す
が
、
1
日
に
2
時
間
ぐ
ら
い

練
習
を
す
る
ま
で
に
な
っ
て
」
と
笑
う
。

　進
ん
だ
高
砂
中
学
校
、
加
古
川
東
高
校
で
は
吹
奏
楽

部
に
所
属
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
た
が
、
こ
の
と
き

　と
こ
ろ
が
進
学
先
は
音
楽
の
教
師
を
育
成
す
る
の
が

主
眼
。
決
め
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、
決
め

ら
れ
た
通
り
の
教
え
方
を
す
る
の
が
「
良
し
」
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
、
演
奏
す
る
の
も
教
え
る
の
も
「
音
楽
っ

て
楽
し
い
」
が
基
本
だ
と
思
っ
て
い
る
純
子
さ
ん
は
、

学
校
教
員
の
あ
り
方
と
は
相
容
れ
ず
、
大
学
院
に
ま
で

進
ん
だ
も
の
の
「
教
師
に
は
な
ら
ず
、
フ
リ
ー
タ
ー
に

（
笑
）」

　卒
業
し
た
の
は
1
9
9
7
年
だ
が
、
当
時
は
ま
だ
バ

ブ
ル
の
余
韻
が
残
っ
て
お
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
で

の
演
奏
な
ど
で
充
分
食
べ
て
い
け
、
海
外
の
音
楽
院
に

短
期
留
学
し
た
こ
と
も
。

　そ
し
て
1
9
9
9
年
に
結
婚
。
主
婦
業
の
か
た
わ
ら

音
楽
教
室
を
開
く
な
ど
し
て
い
た
が
、
大
き
な
転
機
を

迎
え
た
の
が
2
0
1
3
年
。
40
歳
を
迎
え
た
頃
だ
っ
た

と
話
す
。

　「40
歳
は
不
惑
っ
て
い
い
ま
す
け
ど
、
私
の
中
に
は

何
も
な
い
っ
て
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
で
す
。
音
大
卒
じ
ゃ
な
い
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

も
あ
っ
た
し
、
娘
の
反
抗
期
と
か
、
家
庭
内
で
も
色
々

あ
っ
て
、
私
に
と
っ
て
は
暗
黒
期
で
し
た
」。

　そ
ん
な
と
き
に
再
会
し
た
の
が
小
学
校
、
中
学
校
の

同
級
生
だ
っ
た
ギ
タ
リ
ス
ト
の
ザ
・
タ
ニ
シ
さ
ん
。
タ

ニ
シ
さ
ん
は
三
味
線
の
先
生
で
ギ
タ
ー
教
室
も
開
い
て

い
る
人
。「
難
し
く
考
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
、
一
般
の
方

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
音
楽
を
」
と
の
考
え
で
意
気

投
合
し
、
同
級
生
ユ
ニ
ッ
ト
「
高
砂
ぺ
ん
ぎ
ん
舎
」
を

結
成
。「
り
ら
」
こ
と
純
子
さ
ん
が
鍵
盤
楽
器
を
、
タ

ニ
シ
さ
ん
が
ギ
タ
ー
を
担
当
し
、
様
々
な
場
所
に
出
か

け
て
は
演
奏
を
届
け
て
い
る
。

　も
う
一
つ
、
こ
の
頃
に
出
会
っ
た
の
が
関
東
在
住
の

大
嶋
聡
子
さ
ん
が
考
案
し
た
「
ピ
ア
ノ
脱
力
法
メ
ソ
ッ

ド
」。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
例
に
漏
れ
ず
純
子
さ
ん
も
手
首

の
腱
鞘
炎
や
首
や
肩
、
腰
の
張
り
や
痛
み
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
が
、
大
島
さ
ん
が
月
に
一
度
大
阪
に
来
る
と
き

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
き
っ
か
け
に

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
き
っ
か
け
に

40
歳
で
迎
え
た
大
き
な
転
機

40
歳
で
迎
え
た
大
き
な
転
機

に
メ
ソ
ッ
ド
の
教
え
を
乞
い
に
通
い
、
悩
み
を
解
消
。

多
く
の
人
に
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
を
届
け
た
い
と
2
0
1
5

年
に
公
認
ト
レ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
今
は
そ
の
指
導
に
も

当
た
っ
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
、
俳
優
の
北
原
雅
樹
さ
ん
が
主
宰
し
、
加

古
川
市
を
拠
点
に
広
く
活
躍
し
て
い
る
「
即
劇
遊
団
あ

ド
り
部
」
で
も
即
興
奏
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　「敷
居
を
低
く
し
て
、
音
楽
っ
て
楽
し
い
っ
て
こ
と

を
多
く
の
人
に
届
け
た
い
。
だ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ポ
ッ
プ
ス
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
な
い
し
、
ピ
ア

ノ
を
教
え
て
い
て
、
生
徒
さ
ん
が
間
違
っ
て
弾
い
た
と

き
も
『
そ
れ
違
っ
て
い
る
よ
。
で
も
、
そ
れ
も
悪
く
な

い
よ
ね
』
と
い
っ
た
具
合
に
一
方
的
に
型
に
は
め
た
り
、

叱
っ
た
り
し
な
い
。
優
し
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
楽
し
く
な
く
っ
ち
ゃ
長
続
き
し
ま
せ
ん

も
の
」
と
。

　40
歳
を
過
ぎ
、
さ
ら
に
は
離
婚
も
経
験
し
て
「
い
ろ

ん
な
悩
み
も
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
吹
っ
切
れ
て
、
前
を

向
く
だ
け
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
す
純
子

さ
ん
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
即
劇
遊
団
あ
ド
り

部
の
北
原
雅
樹
さ
ん
が
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
「
バ
ー
・

ハ
ー
ネ
ス
バ
レ
ル
」
で
も
月
に
何
回
か
ピ
ア
ノ
の
生
演

奏
を
届
け
る
予
定
だ
と
か
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が
楽

し
み
な
女
性
で
あ
る
。

に
「
音
楽
っ
て
楽
し
い
」
と
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
、
大
学
は
神
戸
大
学
教

育
学
部
音
楽
科
ピ
ア
ノ
専
攻
へ
。「
勉
強

も
嫌
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
し
、
音
楽
大
学
だ

と
学
費
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

…
…
」
と
話
す
。

【メモ】バー・ハーネスバレル
　　　 高砂市高砂町浜田町1－5－6
　　　 シャレード高砂1F
　　　 ☎079－442－9877

りら音楽教室　代表

島崎　純子さん

もう前を向くだけ！音楽の
　　　　　　　楽しさを多くの人に！

│
河
合
さ
ん
は
2
0
1
1
年
に
最
高
齢
記

録
を
2
歳
更
新
す
る
63
歳
で
不
動
産
鑑

定
士
試
験
に
合
格
さ
れ
、
新
聞
に
も
大

き
く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
ろ
う
と

思
わ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　
そ
れ
ま
で
は
高
砂
市
内
の
建
設
資
材
の
販

売
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
す
が
、
不
動

産
と
い
う
の
は
い
ろ
ん
な
法
律
の
絡
み
や
、

そ
の
と
き
の
経
済
情
勢
と
か
が
あ
っ
て
客
観

的
な
評
価
が
難
し
い
。
そ
の
い
い
加
減
さ
と

い
う
か
不
思
議
さ
、
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と

の
多
さ
に
惹
か
れ
て
挑
戦
し
て
み
よ
う
か
な

と
思
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
飲
む
の
が
仕
事
の
よ

う
な
毎
日
を
送
っ
て
い
た
の
で
、
気
持
ち
の

切
り
替
え
が
難
し
く
、
59
歳
で
退
職
し
、
神

戸
の
専
門
の
予
備
校
に
通
い
ま
し
た
。
遅
い

出
発
で
し
た
が
、
私
は
「
手
遅
れ
」
と
い
う

言
葉
が
嫌
い
。
ま
わ
り
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た

り
思
わ
れ
た
り
す
る
の
が
イ
ヤ
だ
か
ら
、
最

初
の
1
、
2
年
は
そ
れ
ま
で
の
友
人
関
係
も

切
っ
て
ま
で
勉
強
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

│
し
か
し
、
不
動
産
鑑
定
士
と
い
う
の

は
最
難
関
の
国
家
資
格
。
5
年
か
け

て
難
関
を
突
破
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
の
で
は
？

　
皆
さ
ん
、
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
と
苦
労

話
を
期
待
さ
れ
る
の
で
す
が
、
逆
に
楽
し

か
っ
た
か
ら
続
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

（
笑
）。
そ
れ
に
一
次
試
験
は
○
×
式
で
す
が
、

二
次
は
民
法
、
経
済
学
、
会
計
学
、
鑑
定
理

論
、
鑑
定
評
価
演
習
な
ど
の
論
述
式
の
問
題

で
す
か
ら
、
勉
強
が
形
に
な
っ
て
身
に
付
い

て
い
く
と
い
う
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。

│
不
動
産
鑑
定
士
と
い
う
の
は
主
に
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
？

　
不
動
産
の
鑑
定
評
価
が
主
で
す
。
公
的
な

も
の
と
し
て
は
国
や
都
道
府
県
が
行
う
「
地

価
公
示
」
や
「
都
道
府
県
地
価
調
査
」、
裁

判
所
か
ら
依
頼
さ
れ
る
競
売
物
件
の
評
価
、

相
続
税
路
線
価
評
価
、
固
定
資
産
税
評
価
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
民
間
の
仕
事
と
し
て
は
銀

行
の
担
保
評
価
や
相
続
不
動
産
の
た
め
の
鑑

定
評
価
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

│
そ
の
中
で
河
合
さ
ん
が
心
が
け
て
お
ら

れ
る
こ
と
は
？

　
開
業
し
て
５
年
に
な
り
ま
す
し
、
他
の
鑑

定
士
さ
ん
と
の
差
別
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
心
が
け
て
い
る
の
は
、

鑑
定
に
当
た
る
場
合
に
○
○
士
の
領
域
、
垣

根
を
超
え
て
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
不
動
産

を
め
ぐ
る
仕
事
に
は
い
ろ
ん
な
法
律
が
絡
ん

で
く
る
。
そ
れ
で
自
分
の
領
域
に
な
い
も
の

は
「
そ
れ
は
税
理
士
さ
ん
に
聞
い
て
く
れ
」

と
か
「
土
地
家
屋
調
査
士
に
お
願
い
し
て
く

だ
さ
い
」
と
か
言
い
が
ち
な
ん
で
す
。
例
え

ば
私
が
手
が
け
た
ケ
ー
ス
で
は
土
地
の
境
界

に
関
す
る
問
題
が
あ
っ
た
。
Ａ
さ
ん
が
自
分

の
敷
地
内
ギ
リ
ギ
リ
に
立
て
て
い
た
塀
の
上

に
隣
家
の
Ｂ
さ
ん
が
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
も

の
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
で
Ａ

さ
ん
か
ら
私
に
相
談
が
あ
っ
て
、
本
来
な
ら

「
土
地
家
屋
調
査
士
と
か
測
量
士
に
頼
ん
で
」

と
言
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
は
自
分
で
法
務

局
に
行
っ
て
図
面
を
確
認
し
、
土
地
家
屋
調

査
士
と
も
相
談
し
た
上
で
円
満
解
決
に
導
い

た
。
そ
う
し
た
○
○
士
の
領
域
、
垣
根
を
超
え

た
業
務
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
昨
年
は
本
の
執
筆
も
さ
れ
た
と
か
？

　
は
い
。
昨
年
9
月
に
出
版
さ
れ
た
清
文
社

の
『
三
大
都
市
圏
主
要
都
市
の
担
当
窓
口
が

わ
か
る
！
　
土
地
評
価
の
た
め
の
役
所
調
査

便
覧
』
に
著
者
代
表
と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。

相
続
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
問
題
で
役
所
に

資
料
を
取
り
に
行
き
た
く
と
も
、
ど
の
部
署

に
行
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
お
役
所

は
縦
割
り
行
政
で
す
か
ら
、
た
ら
い
回
し
さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
、
首
都
圏
・
近
畿
県
・
中
京

圏
の
主
要
都
市
別
に
資
料
収
集
の
窓
口
を
一

覧
化
し
た
も
の
で
す
。

│
河
合
さ
ん
は
防
災
に
も
取
り
組
ま
れ

て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
？

　
は
い
。
鑑
定
評
価
に
当
た
る
場
合
、
ど
う

し
て
も
環
境
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

そ
こ
で
東
播
磨
県
民
局
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委

員
会
に
参
加
し
、
あ
る
部
会
で
浸
水
被
害
の

多
い
法
華
山
谷
川
流
域
の
防
災
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
連
携
に
よ
る
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。ま
た
、三
木
市
の
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン

タ
ー
で
昨
年
10
月
か
ら
開
か
れ
て
い
る
「
ひ
ょ

う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
座
」
も
受
講
。
自
分

な
り
に
地
域
防
災
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

│
最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
ミ
ン
ト
不

動
産
鑑
定
」
と
い
う
社
名
は
ど
う
い

う
き
っ
か
け
で
？

　
不
動
産
鑑
定
は
「（
不
動
産
を
）
ち
ゃ
ん

と
ミ
ン
ト
あ
か
ん
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
付

け
た
の
で
す
が
、
実
は
こ
じ
つ
け
で
、
本
当

は
妻
が
選
ん
だ
名
前
な
ん
で
す
。
ミ
ン
ト
に

は
清
涼
感
が
あ
る
し
、「
あ
ん
た
に
は
胡
散

臭
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
の
が
妻

の
命
名
の
理
由
だ
そ
う
で
す
（
笑
）。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
時
代
は
お
酒
ば
か
り
飲
ん
で
い
ま

し
た
か
ら
、
今
も
妻
に
は
頭
が
上
が
ら
ん
の

で
す
よ
（
笑
）。

│
本
日
は
お
忙
し
い
な
か
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
手
遅
れ
」
と
い
う
言
葉
が
嫌
い

　
　
　
　
　
　
　こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
続
け
た
い
！

ミント不動産鑑定
不動産鑑定士

河合 悟さん

　高砂商工会議所の会員に、
企業人としての活動ぶりやま
ちづくりへの思いなどについ
て聞くこのコーナー。今回は
ミント不動産鑑定の河合悟さ
んにお話をうかがってみた。 真剣な眼差しで仕事に向かう河合さん
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高砂
ゆかりの人々

高
砂
小
学
校
第
6
代
校
長
を
務
め
た
信
念
と
気
骨
の
教
育
者

廣
田
虎
之
助

ひ

　ろ

た

と

　ら

の

す

　け

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

7 6

当時の高砂小学校正門

ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
争
わ
れ
な
い
事
実

で
あ
る
」
と
『
兵
庫
教
育
』
誌
上
で
敢
然

と
田
中
の
二
部
授
業
実
施
に
反
対
。
結
局
、

田
中
は
退
陣
に
追
い
込
ま
れ
る
が
、
廣
田

は
後
に
同
誌
に
手
記
を
寄
せ
、「
田
中
先

生
を
も
っ
て
指
導
の
恩
人
、
命
の
親
と
尊

び
敬
い
つ
つ
あ
る
も
の
」
と
述
べ
た
上
で
、

「
公
私
の
別
を
知
ら
な
い
の
は
教
育
者
と

し
て
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
」
と
語
り
、
幾
十

万
の
児
童
の
利
害
休
戚
（
幸
と
不
幸
）
に

関
す
る
問
題
だ
け
に
見
過
ご
す
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　ま
さ
に
信
念
と
気
骨
の
人
で
、
彼
が
高

砂
町
民
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
亡
く
な
る
と
、

田
中
勝
之
丞
は
自
ら
筆
を
と
っ
て
廣
田
を

称
え
る
「
廣
田
校
長
彰
徳
碑
」
の
碑
文
を

寄
せ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
、
田
中
も
ま

た
信
念
と
気
骨
の
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。

児
童
の
た
め
に「
二
部
授
業
」に
反
対

　も
う
一
つ
、
廣
田
虎
之
助
を
語
る
上
で

外
せ
な
い
の
が
「
二
部
授
業
（
教
授
）」

論
争
で
あ
る
。『
兵
庫
教
育
史
』
や
『
高

砂
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
廣
田
が
高
砂
小
学

校
の
校
長
に
就
い
た
当
時
は
、
小
学
校
令

が
改
正
さ
れ
て
尋
常
小
学
校
の
就
業
期
間

が
4
ヵ
年
か
ら
6
ヵ
年
に
延
長
さ
れ
て
就

学
児
童
が
増
加
。
加
え
て
大
正
3
年
（
1

9
1
4
）
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発

し
、
政
府
は
戦
時
出
費
の
捻
出
に
躍
起
と

な
り
、
教
員
の
養
成
や
校
舎
施
設
の
整
備

に
ま
で
手
が
回
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
続

い
て
い
た
。

　そ
う
し
た
中
で
国
が
打
ち
出
し
た
の
が

「
二
部
授
業
」、
つ
ま
り
一
人
の
教
員
が
二

つ
の
学
級
を
担
任
す
る
と
い
う
方
法
だ
っ

う
問
題
が
生
じ
る
が
、
1
つ
の
教
室
を

使
っ
て
2
ク
ラ
ス
分
の
授
業
が
で
き
る
と

い
う
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
兵
庫

県
で
は
学
務
課
長
の
田
中
勝
之
丞
が
中
心

と
な
っ
て
推
し
進
め
て
い
た
。

　冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
田
中
は
廣
田

の
恩
人
だ
っ
た
が
、
廣
田
は
「
少
数
の
教

員
に
多
数
の
児
童
を
担
任
せ
よ
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
し
て
、
ど
こ
か
に
欠
陥
の
生

た
。
こ
れ
は
一
つ
の
学
年
を
区
分

し
、
例
え
ば
午
前
に
登
校
す
る
組

と
午
後
に
登
校
す
る
組
と
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
授
業
を
行
う
。

あ
る
い
は
2
学
級
の
う
ち
一
方
を

教
師
が
直
接
指
導
し
、
そ
の
間
、

他
方
の
学
級
は
自
学
自
習
す
る
と

い
っ
た
方
式
だ
っ
た
。
こ
の
方
式

だ
と
教
員
の
負
担
は
重
く
な
り
、

児
童
の
授
業
時
間
数
が
減
る
と
い

術
教
授
法
教
材
排
列
案
上
巻
」「
同
下
巻
」

の
4
冊
を
著
し
て
い
る
。
専
門
的
な
記
述

が
多
く
、
門
外
漢
に
は
理
解
が
及
ば
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
高
砂
市
立
高
砂
小

学
校
の
校
長
先
生
に
お
願
い
し
て
読
ん
で

い
た
だ
い
た
。
聚
楽
式
算
術
教
授
法
が
力

を
入
れ
て
い
た
の
は
、
主
に
次
の
よ
う
な

点
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

●
暗
算
に
重
き
を
置
く
こ
と
（
算
術
科
の

主
人
公
は
暗
算
で
あ
る
な
ど
）

●
反
復
練
習
に
重
き
を
置
く
こ
と

●
1
時
間
に
指
導
す
る
教
材
を
工
夫
す
る

こ
と
（
適
当
な
時
機
を
見
計
ら
っ
て
新

し
い
教
材
を
継
ぎ
足
し
て
い
く
こ
と
）

　こ
れ
に
つ
い
て
同
校
長
は
、「
こ
の
廣

田
の
考
え
方
、
算
術
教
授
法
に
対
し
て
異

論
を
挟
む
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
個
人
と
し
て
は
彼
が
教
材
に
つ
い
て
記

し
た
『
教
材
排
列
案
』
は
見
る
べ
き
と
こ

ろ
が
多
い
し
、
こ
れ
が
今
の
ワ
ー
ク
と
か

ド
リ
ル
の
原
形
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
独
力
で
自
ら
算
術

の
教
授
法
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
あ
た
り

に
、
児
童
の
力
を
伸
ば
す
ん
だ
と
い
う
教

師
と
し
て
の
熱
意
と
信
念
を
感
じ
ま
す
。」

と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
こ
た
え
た
。

聚
楽
式
算
術
教
授
法
を
開
発

　廣
田
虎
之
助
は
慶
応
2（
1
8
6
6
）年

に
京
都
に
生
ま
れ
、
兵
庫
県
学
務
課
長
田

中
勝
之
丞
の
推
薦
に
よ
っ
て
明
治
43
（
1

9
1
0
）
年
に
印
南
郡
高
砂
尋
常
高
等
小

学
校
の
第
6
代
校
長
と
な
り
、
大
正
6

（
1
9
1
7
）
年
に
校
長
在
職
の
ま
ま
病

死
し
た
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
教
育

者
で
あ
る
。
太
閤
秀
吉
が
建
て
た
聚
楽
第

の
跡
地
に
あ
っ
た
京
都
聚
楽
小
学
校
在
職

中
に
考
案
し
、
高
砂
小
学
校
に
お
い
て
完

成
さ
せ
た
「
聚
楽
式
算
術
教
授
法
」
と
い

う
独
自
の
教
授
法
は
当
時
高
く
評
価
さ
れ
、

全
国
か
ら
参
観
者
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い

う
。　こ

の
教
授
法
に
つ
い
て
、
廣
田
は
明
治

41
年
か
ら
42
年
に
か
け
て
「
聚
楽
式
算
術

教
授
法
上
巻
」、「
同
下
巻
」、「
聚
楽
式
算

｢聚学式算術教授法｣（複製)

十輪寺にあった彰徳碑

　
前
号
の
「
た
か
さ
ご
遊
歩
」
の
文
中
、

「
庭
に
は
旧
入
江
家
に
あ
っ
た
市
文
化

財
の
キ
リ
シ
タ
ン
灯
篭
も…

」
と
あ
る

の
は
「
庭
に
は
高
砂
町
北
本
町
の
岸
本

家
に
あ
っ
た…

」
の
誤
り
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

﹇
訂
正
と
お
詫
び
﹈

ブ
関西サッカーリーグ１部に昇格！

高砂ミネイロフットボールクラ　

　
昨
年
、
関
西
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
2
部
で
念

願
の
初
優
勝
を
飾
り
、
今
年
か
ら
1
部
に
昇

格
す
る
こ
と
に
な
っ
た
高
砂
ミ
ネ
イ
ロ
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
。
高
砂
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
と
す
る
ク
ラ
ブ
だ
が
、
そ
の
存
在
を
知
る

高
砂
市
民
は
意
外
と
少
な
い
。

　
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
た
の
は
2
0
0
0
年
。

サ
ッ
カ
ー
指
導
者
に
な
る
べ
く
ブ
ラ
ジ
ル
の

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
ア
メ
リ
カ
Ｆ
Ｃ
」
に
留

学
し
て
い
た
中
谷
育
弘
さ
ん
が
、
高
砂
市
に

住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
帰
国
後
、
自

ら
代
表
者
と
な
っ
て
チ
ー
ム
を
創
設
。
翌
年

の
2
0
0
1
年
に
東
播
社
会
人
リ
ー
グ
の
3

部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
同
2
部
、
同
1
部
、

兵
庫
県
リ
ー
グ
2
部
、
同
1
部
と
着
実
な
歩

み
を
見
せ
、
2
0
1
3
年
に
関
西
リ
ー
グ
2

部
に
昇
格
。
5
シ
ー
ズ
ン
目
の
昨
年
、
見
事

リ
ー
グ
初
優
勝
を
飾
っ
た
の
だ
。

　
と
は
い
え
、
イ
マ
イ
チ
認
知
度
が
低
い
の

は
隠
せ
ず
、監
督
の
岩
崎
　淳
さ
ん
も「
正
直
、

今
ま
で
は
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
成
績
じ
ゃ
な

か
っ
た
の
で
、Ｐ
Ｒ
な
ど
お
こ
が
ま
し
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
幸
い
今
年
に
な
っ

て
1
部
に
昇
格
し
ま
し
た
し
、
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
で
あ
る
高
砂
市
の
皆
さ
ん
に
も
チ
ー
ム
の

こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

よ
う
や
く
Ｐ
Ｒ
活
動
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
」
と
。

　「
で
も
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
7
割
は

高
砂
市
な
ど
兵
庫
県
内
の
出
身
者
で
す
し
、

残
り
の
3
割
も
仕
事
の
関
係
で
兵
庫
県
内
で

暮
ら
し
て
い
る
人
間
。
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
は

遠
く
か
ら
選
手
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
く
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
ウ
チ
は
で
き
る
だ
け
地

元
の
人
間
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
地
域
に
根

付
い
た
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

●高砂ミネイロフットボールクラブ　http://takasagomineiro.com/

わ
が
町「
高
砂
」が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
！

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
を
募
集
中
！

　
Ｐ
Ｒ
活
動
と
と
も
に
岩
崎
監
督
が
現
在
、

力
を
注
い
で
い
る
の
が
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の

獲
得
。
リ
ー
グ
へ
の
登
録
費
や
運
営
費
な
ど

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
だ
け
で
も
年
間
最
低
数

百
万
円
は
か
か
る
。
不
足
分
は
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
が
年
会
費
の
形
で
持
ち
寄
っ
て
い
る

が
、
そ
の
負
担
は
軽
く
は
な
い
し
、
週
3
日
、

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
あ

る
加
古
川
市
の
日
岡
山
グ
ラ
ン
ド
で
練
習
に

励
み
、
練
習
試
合
や
公
式
試
合
を
数
多
く
こ

な
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
は
時
間
的
な
ゆ
と

り
も
な
い
。

　
そ
こ
で
ス
ポ
ン
サ
ー
集
め
も
岩
崎
さ
ん
が

中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
い
る
そ
う
で
、「
ス

ポ
ン
サ
ー
の
多
い
上
部
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
だ

と
毎
年
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
変
え
る
こ
と
だ
っ

て
で
き
る
の
で
す
が
、
ウ
チ
な
ん
か
は
3
年

か
ら
5
年
は
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
頑
張
っ

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
も
し
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
に
な
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
リ
ク
ル
ー
ト

や
人
事
採
用
面
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ

く
し
、
そ
の
企
業
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
さ
れ

る
よ
う
な
と
き
は
選
手
や
関
係
者
が
全
力
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

う
し
た
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
で
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
町
お
こ
し
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
る
ん
で
す
」
と
岩
崎
さ
ん
。

　
い
よ
い
よ
リ
ー
グ
は
4
月
か
ら
開
幕
。
残

念
な
が
ら
ま
だ
高
砂
に
は
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

が
少
な
い
そ
う
だ
が
、
高
砂
市
を
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
と
す
る
唯
一
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
。
ス

ポ
ン
サ
ー
企
業
が
増
え
、〝
オ
ー
ル
高
砂
〞

で
応
援
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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高砂
ゆかりの人々

高
砂
小
学
校
第
6
代
校
長
を
務
め
た
信
念
と
気
骨
の
教
育
者

廣
田
虎
之
助

ひ

　ろ

た
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　ら

の
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　け

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
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当時の高砂小学校正門

ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
争
わ
れ
な
い
事
実

で
あ
る
」
と
『
兵
庫
教
育
』
誌
上
で
敢
然

と
田
中
の
二
部
授
業
実
施
に
反
対
。
結
局
、

田
中
は
退
陣
に
追
い
込
ま
れ
る
が
、
廣
田

は
後
に
同
誌
に
手
記
を
寄
せ
、「
田
中
先

生
を
も
っ
て
指
導
の
恩
人
、
命
の
親
と
尊

び
敬
い
つ
つ
あ
る
も
の
」
と
述
べ
た
上
で
、

「
公
私
の
別
を
知
ら
な
い
の
は
教
育
者
と

し
て
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
」
と
語
り
、
幾
十

万
の
児
童
の
利
害
休
戚
（
幸
と
不
幸
）
に

関
す
る
問
題
だ
け
に
見
過
ご
す
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　ま
さ
に
信
念
と
気
骨
の
人
で
、
彼
が
高

砂
町
民
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
亡
く
な
る
と
、

田
中
勝
之
丞
は
自
ら
筆
を
と
っ
て
廣
田
を

称
え
る
「
廣
田
校
長
彰
徳
碑
」
の
碑
文
を

寄
せ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
、
田
中
も
ま

た
信
念
と
気
骨
の
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。

児
童
の
た
め
に「
二
部
授
業
」に
反
対

　も
う
一
つ
、
廣
田
虎
之
助
を
語
る
上
で

外
せ
な
い
の
が
「
二
部
授
業
（
教
授
）」

論
争
で
あ
る
。『
兵
庫
教
育
史
』
や
『
高

砂
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
廣
田
が
高
砂
小
学

校
の
校
長
に
就
い
た
当
時
は
、
小
学
校
令

が
改
正
さ
れ
て
尋
常
小
学
校
の
就
業
期
間

が
4
ヵ
年
か
ら
6
ヵ
年
に
延
長
さ
れ
て
就

学
児
童
が
増
加
。
加
え
て
大
正
3
年
（
1

9
1
4
）
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発

し
、
政
府
は
戦
時
出
費
の
捻
出
に
躍
起
と

な
り
、
教
員
の
養
成
や
校
舎
施
設
の
整
備

に
ま
で
手
が
回
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
続

い
て
い
た
。

　そ
う
し
た
中
で
国
が
打
ち
出
し
た
の
が

「
二
部
授
業
」、
つ
ま
り
一
人
の
教
員
が
二

つ
の
学
級
を
担
任
す
る
と
い
う
方
法
だ
っ

う
問
題
が
生
じ
る
が
、
1
つ
の
教
室
を

使
っ
て
2
ク
ラ
ス
分
の
授
業
が
で
き
る
と

い
う
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
兵
庫

県
で
は
学
務
課
長
の
田
中
勝
之
丞
が
中
心

と
な
っ
て
推
し
進
め
て
い
た
。

　冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
田
中
は
廣
田

の
恩
人
だ
っ
た
が
、
廣
田
は
「
少
数
の
教

員
に
多
数
の
児
童
を
担
任
せ
よ
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
し
て
、
ど
こ
か
に
欠
陥
の
生

た
。
こ
れ
は
一
つ
の
学
年
を
区
分

し
、
例
え
ば
午
前
に
登
校
す
る
組

と
午
後
に
登
校
す
る
組
と
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
授
業
を
行
う
。

あ
る
い
は
2
学
級
の
う
ち
一
方
を

教
師
が
直
接
指
導
し
、
そ
の
間
、

他
方
の
学
級
は
自
学
自
習
す
る
と

い
っ
た
方
式
だ
っ
た
。
こ
の
方
式

だ
と
教
員
の
負
担
は
重
く
な
り
、

児
童
の
授
業
時
間
数
が
減
る
と
い

術
教
授
法
教
材
排
列
案
上
巻
」「
同
下
巻
」

の
4
冊
を
著
し
て
い
る
。
専
門
的
な
記
述

が
多
く
、
門
外
漢
に
は
理
解
が
及
ば
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
高
砂
市
立
高
砂
小

学
校
の
校
長
先
生
に
お
願
い
し
て
読
ん
で

い
た
だ
い
た
。
聚
楽
式
算
術
教
授
法
が
力

を
入
れ
て
い
た
の
は
、
主
に
次
の
よ
う
な

点
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

●
暗
算
に
重
き
を
置
く
こ
と
（
算
術
科
の

主
人
公
は
暗
算
で
あ
る
な
ど
）

●
反
復
練
習
に
重
き
を
置
く
こ
と

●
1
時
間
に
指
導
す
る
教
材
を
工
夫
す
る

こ
と
（
適
当
な
時
機
を
見
計
ら
っ
て
新

し
い
教
材
を
継
ぎ
足
し
て
い
く
こ
と
）

　こ
れ
に
つ
い
て
同
校
長
は
、「
こ
の
廣

田
の
考
え
方
、
算
術
教
授
法
に
対
し
て
異

論
を
挟
む
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
個
人
と
し
て
は
彼
が
教
材
に
つ
い
て
記

し
た
『
教
材
排
列
案
』
は
見
る
べ
き
と
こ

ろ
が
多
い
し
、
こ
れ
が
今
の
ワ
ー
ク
と
か

ド
リ
ル
の
原
形
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
独
力
で
自
ら
算
術

の
教
授
法
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
あ
た
り

に
、
児
童
の
力
を
伸
ば
す
ん
だ
と
い
う
教

師
と
し
て
の
熱
意
と
信
念
を
感
じ
ま
す
。」

と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
こ
た
え
た
。

聚
楽
式
算
術
教
授
法
を
開
発

　廣
田
虎
之
助
は
慶
応
2（
1
8
6
6
）年

に
京
都
に
生
ま
れ
、
兵
庫
県
学
務
課
長
田

中
勝
之
丞
の
推
薦
に
よ
っ
て
明
治
43
（
1

9
1
0
）
年
に
印
南
郡
高
砂
尋
常
高
等
小

学
校
の
第
6
代
校
長
と
な
り
、
大
正
6

（
1
9
1
7
）
年
に
校
長
在
職
の
ま
ま
病

死
し
た
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
教
育

者
で
あ
る
。
太
閤
秀
吉
が
建
て
た
聚
楽
第

の
跡
地
に
あ
っ
た
京
都
聚
楽
小
学
校
在
職

中
に
考
案
し
、
高
砂
小
学
校
に
お
い
て
完

成
さ
せ
た
「
聚
楽
式
算
術
教
授
法
」
と
い

う
独
自
の
教
授
法
は
当
時
高
く
評
価
さ
れ
、

全
国
か
ら
参
観
者
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い

う
。　こ

の
教
授
法
に
つ
い
て
、
廣
田
は
明
治

41
年
か
ら
42
年
に
か
け
て
「
聚
楽
式
算
術

教
授
法
上
巻
」、「
同
下
巻
」、「
聚
楽
式
算

｢聚学式算術教授法｣（複製)

十輪寺にあった彰徳碑

　
前
号
の
「
た
か
さ
ご
遊
歩
」
の
文
中
、

「
庭
に
は
旧
入
江
家
に
あ
っ
た
市
文
化

財
の
キ
リ
シ
タ
ン
灯
篭
も…

」
と
あ
る

の
は
「
庭
に
は
高
砂
町
北
本
町
の
岸
本

家
に
あ
っ
た…

」
の
誤
り
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

﹇
訂
正
と
お
詫
び
﹈

ブ
関西サッカーリーグ１部に昇格！

高砂ミネイロフットボールクラ　

　
昨
年
、
関
西
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
2
部
で
念

願
の
初
優
勝
を
飾
り
、
今
年
か
ら
1
部
に
昇

格
す
る
こ
と
に
な
っ
た
高
砂
ミ
ネ
イ
ロ
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
。
高
砂
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
と
す
る
ク
ラ
ブ
だ
が
、
そ
の
存
在
を
知
る

高
砂
市
民
は
意
外
と
少
な
い
。

　
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
た
の
は
2
0
0
0
年
。

サ
ッ
カ
ー
指
導
者
に
な
る
べ
く
ブ
ラ
ジ
ル
の

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
ア
メ
リ
カ
Ｆ
Ｃ
」
に
留

学
し
て
い
た
中
谷
育
弘
さ
ん
が
、
高
砂
市
に

住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
帰
国
後
、
自

ら
代
表
者
と
な
っ
て
チ
ー
ム
を
創
設
。
翌
年

の
2
0
0
1
年
に
東
播
社
会
人
リ
ー
グ
の
3

部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
同
2
部
、
同
1
部
、

兵
庫
県
リ
ー
グ
2
部
、
同
1
部
と
着
実
な
歩

み
を
見
せ
、
2
0
1
3
年
に
関
西
リ
ー
グ
2

部
に
昇
格
。
5
シ
ー
ズ
ン
目
の
昨
年
、
見
事

リ
ー
グ
初
優
勝
を
飾
っ
た
の
だ
。

　
と
は
い
え
、
イ
マ
イ
チ
認
知
度
が
低
い
の

は
隠
せ
ず
、監
督
の
岩
崎
　淳
さ
ん
も「
正
直
、

今
ま
で
は
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
成
績
じ
ゃ
な

か
っ
た
の
で
、Ｐ
Ｒ
な
ど
お
こ
が
ま
し
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
幸
い
今
年
に
な
っ

て
1
部
に
昇
格
し
ま
し
た
し
、
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
で
あ
る
高
砂
市
の
皆
さ
ん
に
も
チ
ー
ム
の

こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

よ
う
や
く
Ｐ
Ｒ
活
動
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
」
と
。

　「
で
も
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
7
割
は

高
砂
市
な
ど
兵
庫
県
内
の
出
身
者
で
す
し
、

残
り
の
3
割
も
仕
事
の
関
係
で
兵
庫
県
内
で

暮
ら
し
て
い
る
人
間
。
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
は

遠
く
か
ら
選
手
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
く
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
ウ
チ
は
で
き
る
だ
け
地

元
の
人
間
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
地
域
に
根

付
い
た
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

●高砂ミネイロフットボールクラブ　http://takasagomineiro.com/

わ
が
町「
高
砂
」が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
！

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
を
募
集
中
！

　
Ｐ
Ｒ
活
動
と
と
も
に
岩
崎
監
督
が
現
在
、

力
を
注
い
で
い
る
の
が
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の

獲
得
。
リ
ー
グ
へ
の
登
録
費
や
運
営
費
な
ど

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
だ
け
で
も
年
間
最
低
数

百
万
円
は
か
か
る
。
不
足
分
は
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
が
年
会
費
の
形
で
持
ち
寄
っ
て
い
る

が
、
そ
の
負
担
は
軽
く
は
な
い
し
、
週
3
日
、

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
あ

る
加
古
川
市
の
日
岡
山
グ
ラ
ン
ド
で
練
習
に

励
み
、
練
習
試
合
や
公
式
試
合
を
数
多
く
こ

な
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
は
時
間
的
な
ゆ
と

り
も
な
い
。

　
そ
こ
で
ス
ポ
ン
サ
ー
集
め
も
岩
崎
さ
ん
が

中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
い
る
そ
う
で
、「
ス

ポ
ン
サ
ー
の
多
い
上
部
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
だ

と
毎
年
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
変
え
る
こ
と
だ
っ

て
で
き
る
の
で
す
が
、
ウ
チ
な
ん
か
は
3
年

か
ら
5
年
は
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
頑
張
っ

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
も
し
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
に
な
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
リ
ク
ル
ー
ト

や
人
事
採
用
面
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ

く
し
、
そ
の
企
業
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
さ
れ

る
よ
う
な
と
き
は
選
手
や
関
係
者
が
全
力
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

う
し
た
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
で
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
町
お
こ
し
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
る
ん
で
す
」
と
岩
崎
さ
ん
。

　
い
よ
い
よ
リ
ー
グ
は
4
月
か
ら
開
幕
。
残

念
な
が
ら
ま
だ
高
砂
に
は
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

が
少
な
い
そ
う
だ
が
、
高
砂
市
を
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
と
す
る
唯
一
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
。
ス

ポ
ン
サ
ー
企
業
が
増
え
、〝
オ
ー
ル
高
砂
〞

で
応
援
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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入
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働き盛りの健康一口メモ

私
の
好
き
な・・・

私
の
好
き
な・・・

私の好きな・・・
日本的経営の原点　商人道「石門心学」

播州産業㈱　専務取締役

西中 紀文さん

　江戸時代中期の哲学者・石田梅岩があるべき人の道を説いた
教えですが、その倫理学一派の教学が「石門心学」と呼ばれて
います。わかりやすく忠孝信義を町人に説いた実践的道徳で、
市民思想のはじまりとも言われています。また特に石田梅岩自
身の商い奉公の体験から得た商人道徳も教えの中にあります。
　華やかさを極めた江戸元禄バブル崩壊後、不況経済の立て直
しが図られた享保の改革期にあって､ ｢商人は先も立ち､我も立
つことを思うなり｣ ｢商人の利は武士の俸禄とおなじである｣と
先述の商人道徳が唱えられたわけですが、昔の教えとは言えビ
ジネスにおける基本的な道徳は今も変わっていないと思います。
　この石田の教えは、自分が儲けることばかりを考えるのでは
なく、まずお客様に喜んでいただくことを考える。正直素直の
心と仕事に対する誇りを持って企業人として身を律し正しく生
きようということだと解釈しています。
　私自身も、お客様の心を理解し満足していただくことがビジ
ネスの本質と考えていますが、お客様の心を理解するというこ
とは、なかなか難しいことだとも思います。
　私どもの会社は身近で小さな物から専門的特殊な物まで大小
様々な商品を取り扱っておりますが､「商品には常に心を込め
て気を配り、売買して適正利潤を得るようにすれば福を得て、
万人の心を案ずることができる」との梅岩の言葉通り､「より

は、経済至上主義になり、とかくお客様のことを考えずに、自
分だけがという思考になりがちかもしれません、当然ですが自
分の会社、社員を守っていくことも第一に重要です。そんな世
の中だからこそ「石門心学」の教えにあるような経営道・商人
道徳を大事に仕事が出来る会社でありたいと思います。
　その昔､とある企業様から｢ウチの構内に資材を供給する窓口
を作らないか？」とおっしゃって頂いたことが現在の商社とし
ての我社の始まりです。これは単に商取引の相手としてお客様
を見るのではなく､お客様と一緒になって現場に視点を向け､お
客様と一緒にどうすれば良いのかを考えるといった、共働の意
味合いが強かったのではなかろうかと理解しています。現在で
はそのような購買システムを取ることは難しいでしょうが、私
共の日々の取組む姿勢は今も変わらず、お客様側の立場に立っ
て最善のサービスを考え提供することを理念としております。
　これからも現代社会においての｢石門心学｣の教えを大切にし、
企業・人としての道徳を重んじて社業に邁進していく所存です。

良い商品を」｢適正な価格で｣「他に悩
んでいることはないか｣「どうすれば
喜んで頂けるか」を常に考えて実践す
るよう心掛けております。
　不況が続く厳しい競争社会の現代で

　テ
ー
ブ
ル
が
幾
つ
も
並
ぶ
店
内
も
、
計
30
台

収
容
の
駐
車
場
も
、
お
昼
ど
き
や
土
日
祝
日
は

ぎ
っ
し
り
満
杯
だ
と
評
判
な
の
が
、
新
幹
線
の

高
架
の
南
、
小
松
原
3
丁
目
交
差
点
西
に
あ
る

こ
の
お
店
。

　元
々
は
伊
保
の
食
料
品
店
だ
っ
た
が
、
店
主

の
本
田
喜
一
さ
ん
が
「
こ
の
ま
ま
だ
と
将
来
は

先
細
り
」
と
一
念
発
起
し
て
、
讃
岐
う
ど
ん
の

本
場
・
香
川
県
に
修
業
に
行
き
、「
手
打
ち
う

ど
ん
、
手
作
り
そ
ば
の
店
」
に
転
換
。
喜
一
さ

ん
33
歳
の
と
き
で
、
そ
の
後
も
大
阪
で
和
食
の

腕
を
磨
き
、
徐
々
に
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
て
現

在
の
場
所
に
店
舗
を
移
し
、
今
年
で
創
業
42
年

目
と
い
う
老
舗
で
あ
る
。

　お
客
さ
ん
な
ら
ず
と
も
驚
く
の
が
メ
ニ
ュ
ー

の
豊
富
さ
。
う
ど
ん
・
そ
ば
・
丼
物
以
外
に
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
定
食
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
っ
て
お

り
、「
お
年
寄
り
か
ら
お
孫
さ
ん
ま
で
、
幅
広

い
年
齢
層
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
」
と
喜
一
さ「皆さんに喜んでもらえる店に」と話すご夫婦

ん
。
そ
の
定
食
に
必
ず
う
ど
ん
の
小
鉢
が
付
い

て
い
る
の
も
こ
だ
わ
り
の
一
つ
で
、「
讃
岐
と

同
じ
で
、
今
も
う
ど
ん
は
主
人
が
足
で
踏
ん
で

い
る
ん
で
す
よ
」
と
奥
さ
ん
の
春
子
さ
ん
が
言

え
ば
、「
た
だ
し
、
関
西
は
ダ
シ
の
文
化
で
す

か
ら
、
あ
ま
り
コ
シ
が
強
す
ぎ
て
も
…
…
」
と

貴
一
さ
ん
。
ご
く
自
然
な
会
話
か
ら
も
お
二
人

の
仲
の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　そ
の
仲
の
良
さ
は
お
二
人
だ
け
で
な
く
店
の

ス
タ
ッ
フ
と
の
間
に
も
言
え
る
よ
う
で
、「
う

ち
は
長
く
勤
め
て
く
れ
て
い
る
従
業
員
が
多
い

の
が
特
徴
で
、
親
子
二
代
で
と
い
う
パ
ー
ト
さ

ん
も
い
る
。
み
ん
な
ベ
テ
ラ
ン
で
、
よ
く
や
っ

て
く
れ
る
か
ら
お
客
さ
ん
が
大
勢
で
も
お
待
た

せ
す
る
こ
と
な
く
対
応
で
き
る
ん
で
す
。
お
客

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
に
も
常
に
感
謝
感

謝
で
す
」
と
、
お
二
人
。

　だ
か
ら
「
お
客
さ
ん
に
美
味
し
か
っ
た
よ
と

満
足
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
働
い
て
く

れ
て
い
る
従
業
員
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
店
で

あ
り
続
け
た
い
」
と
、
こ
れ
ま
た
異
口
同
音
に
。

ど
う
や
ら
そ
れ
が「
喜
両
由
」の〝
味
の
あ
る
〞

ポ
リ
シ
ー
の
よ
う
で
あ
る
。

●喜両由（きりょうよし）
　高砂市荒井町若宮町1－1
　☎079－442－1788
　営業時間／11：00～22：00
　　　　　　(21：30オーダーストップ）
　定 休 日／火曜日（休日の場合は営業）

キッコーマン食品㈱ 岩坂 文代さん　の推薦

お
客
様
の
満
足
と

　従
業
員
の
喜
び
が
一
番

婦人服「ブルーベリー」
オーナー兼店長

瀧 夕佳里さん詩吟の仲間たち
 私の宝物―それは吟道摂楠流姫路連合会で
共に詩吟の道に励んでいる仲間たちです。
 私が詩吟を始めたのは平成7年。姫路連合
会の8つある単位会の1つ播磨灘吟詠会に入
会したのですが、当初は渋々の参加。それが
変わったのは10年前に東京で開かれた全国吟
剣詩舞道大会に姫路連合会の女子代表として
召集されたことがきっかけです。大会に出場
するにあたって各単位会から選ばれた若手が
準備作業にあたったのですが、そこで出会っ
たのが私を含むこの4人の仲間。東京のホテ
ルでも一緒になって意気投合し、大会にも優
勝することができました。
 以来10年。所属する単位会はそれぞれ違い

ますが、それを超えた「いい関係」が今も続
いています。普通、詩吟の世界では先生が生
徒にアドバイスをすることはあっても、同列
の仲間同士ではまずしないのですが、私たち
はお互いに悪いところはビシッと言い合い、
そこはおかしいと「ダメ出し」もよくやって
います。それだけ信頼し合っているというこ
とで、一緒にカラオケに行ったり食事に行く
などの「私」の部分でも仲良くさせてもらっ
ています。4年前からは1月4日に私の店が
あるアスパのセントラルコートで4人が中心
となった吟詠会も開いています。これからも
互いに切磋琢磨して頑張っていきたいと思っ
ています。 仲良しの4人組の皆さんと

～ My Treasure ～～ My Treasure ～

特
定
の
機
序
、
疾
患
に
よ
る
も
の
・
妊
娠
糖
尿
病
」
な
ど
幾
つ

か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
の
糖
尿
病
の
ほ
と
ん
ど

は
2
型
糖
尿
病
で
す
。

　2
型
糖
尿
病
は
、
遺
伝
的
要
因
（
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
、
ま

た
は
両
方
が
糖
尿
病
で
あ
る
な
ど
）
に
生
活
習
慣
や
環
境
的
要

因
（
過
食
、
不
規
則
な
食
生
活
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
）
が
加
わ
っ
て
発
症
し
ま
す
。

　症
状
と
し
て
は
、
初
期
に
は
無
症
状
で
太
っ
て
い
る
人
が
多

い
の
で
す
が
、
症
状
が
進
行
す
る
と
「
す
ぐ
に
お
腹
が
す
く
」

「
食
べ
て
も
痩
せ
る
」「
体
が
だ
る
い
」「
ト
イ
レ
が
近
い
」「
す

ぐ
に
喉
が
渇
く
」
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
極
度
の
高
血
糖
状
態
に
な
る
と
意
識
障
害
を
来
た
し
、

昏
睡
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
合
併
症
に
よ
る
症

状
も
出
現
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
に
述
べ
る
こ
と

に
し
ま
す
。

　「糖
尿
病
」
と
い
う
病
気
を
簡
単
に
言
う
と
、「
イ
ン
ス
リ
ン

作
用
の
不
足
に
よ
る
慢
性
高
血
糖
を
主
徴
と
す
る
代
謝
疾
患

群
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　も
う
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
我
々
が
食
事
で
摂
取
し
た

糖
質
（
炭
水
化
物
）
は
、
小
腸
で
ブ
ド
ウ
糖
と
い
う
物
質
に
分

解
さ
れ
た
あ
と
吸
収
さ
れ
、
血
管
を
通
っ
て
全
身
に
運
ば
れ
ま

す
。
こ
の
血
液
中
に
含
ま
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
の
量
（
濃
度
）
の
こ

と
を
血
糖
値
と
言
い
、
食
事
に
よ
っ
て
こ
の
血
糖
値
が
上
昇
す

る
と
、
胃
の
裏
側
に
あ
る
膵
臓
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
に
は
ブ
ド
ウ

糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
た
り
、
別
の
物
質
に
合
成
し

て
貯
蔵
さ
せ
た
り
す
る
働
き
が
あ
り
、
そ
う
し
た
働
き
の
結
果
、

上
昇
し
た
血
糖
値
は
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　し
か
し
、
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、

働
き
が
悪
か
っ
た
り
す
る
と
ブ
ド
ウ
糖
が
き
ち
ん
と
処
理
さ
れ

ず
、
我
々
の
体
に
い
ろ
ん
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
れ
が

「
糖
尿
病
」
の
病
態
で
す
。

　糖
尿
病
に
は
、
「
1
型
糖
尿
病
・
2
型
糖
尿
病
・
そ
の
他
の

糖
尿
病
と
は
？

　
　
　
〜
基
礎
の
話
〜
①

大北・牛尾クリニック

大北　実先生

大
北
・
牛
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク

住
所
：
高
砂
市
中
筋
1
丁
目
10
–
48

電
話
：
0
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9
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4
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7
–
1
8
5
5

9 8

209960なびつま249.indd   8 2018/03/22   8:38



私のお気に入りの店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

私
の
宝
物

私の宝物私の宝物 ～ My Treasure ～～ My Treasure ～

働き盛りの健康一口メモ

私
の
好
き
な・・・

私
の
好
き
な・・・

私の好きな・・・
日本的経営の原点　商人道「石門心学」

播州産業㈱　専務取締役

西中 紀文さん

　江戸時代中期の哲学者・石田梅岩があるべき人の道を説いた
教えですが、その倫理学一派の教学が「石門心学」と呼ばれて
います。わかりやすく忠孝信義を町人に説いた実践的道徳で、
市民思想のはじまりとも言われています。また特に石田梅岩自
身の商い奉公の体験から得た商人道徳も教えの中にあります。
　華やかさを極めた江戸元禄バブル崩壊後、不況経済の立て直
しが図られた享保の改革期にあって､ ｢商人は先も立ち､我も立
つことを思うなり｣ ｢商人の利は武士の俸禄とおなじである｣と
先述の商人道徳が唱えられたわけですが、昔の教えとは言えビ
ジネスにおける基本的な道徳は今も変わっていないと思います。
　この石田の教えは、自分が儲けることばかりを考えるのでは
なく、まずお客様に喜んでいただくことを考える。正直素直の
心と仕事に対する誇りを持って企業人として身を律し正しく生
きようということだと解釈しています。
　私自身も、お客様の心を理解し満足していただくことがビジ
ネスの本質と考えていますが、お客様の心を理解するというこ
とは、なかなか難しいことだとも思います。
　私どもの会社は身近で小さな物から専門的特殊な物まで大小
様々な商品を取り扱っておりますが､「商品には常に心を込め
て気を配り、売買して適正利潤を得るようにすれば福を得て、
万人の心を案ずることができる」との梅岩の言葉通り､「より

は、経済至上主義になり、とかくお客様のことを考えずに、自
分だけがという思考になりがちかもしれません、当然ですが自
分の会社、社員を守っていくことも第一に重要です。そんな世
の中だからこそ「石門心学」の教えにあるような経営道・商人
道徳を大事に仕事が出来る会社でありたいと思います。
　その昔､とある企業様から｢ウチの構内に資材を供給する窓口
を作らないか？」とおっしゃって頂いたことが現在の商社とし
ての我社の始まりです。これは単に商取引の相手としてお客様
を見るのではなく､お客様と一緒になって現場に視点を向け､お
客様と一緒にどうすれば良いのかを考えるといった、共働の意
味合いが強かったのではなかろうかと理解しています。現在で
はそのような購買システムを取ることは難しいでしょうが、私
共の日々の取組む姿勢は今も変わらず、お客様側の立場に立っ
て最善のサービスを考え提供することを理念としております。
　これからも現代社会においての｢石門心学｣の教えを大切にし、
企業・人としての道徳を重んじて社業に邁進していく所存です。

良い商品を」｢適正な価格で｣「他に悩
んでいることはないか｣「どうすれば
喜んで頂けるか」を常に考えて実践す
るよう心掛けております。
　不況が続く厳しい競争社会の現代で

　テ
ー
ブ
ル
が
幾
つ
も
並
ぶ
店
内
も
、
計
30
台

収
容
の
駐
車
場
も
、
お
昼
ど
き
や
土
日
祝
日
は

ぎ
っ
し
り
満
杯
だ
と
評
判
な
の
が
、
新
幹
線
の

高
架
の
南
、
小
松
原
3
丁
目
交
差
点
西
に
あ
る

こ
の
お
店
。

　元
々
は
伊
保
の
食
料
品
店
だ
っ
た
が
、
店
主

の
本
田
喜
一
さ
ん
が
「
こ
の
ま
ま
だ
と
将
来
は

先
細
り
」
と
一
念
発
起
し
て
、
讃
岐
う
ど
ん
の

本
場
・
香
川
県
に
修
業
に
行
き
、「
手
打
ち
う

ど
ん
、
手
作
り
そ
ば
の
店
」
に
転
換
。
喜
一
さ

ん
33
歳
の
と
き
で
、
そ
の
後
も
大
阪
で
和
食
の

腕
を
磨
き
、
徐
々
に
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
て
現

在
の
場
所
に
店
舗
を
移
し
、
今
年
で
創
業
42
年

目
と
い
う
老
舗
で
あ
る
。

　お
客
さ
ん
な
ら
ず
と
も
驚
く
の
が
メ
ニ
ュ
ー

の
豊
富
さ
。
う
ど
ん
・
そ
ば
・
丼
物
以
外
に
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
定
食
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
っ
て
お

り
、「
お
年
寄
り
か
ら
お
孫
さ
ん
ま
で
、
幅
広

い
年
齢
層
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
」
と
喜
一
さ「皆さんに喜んでもらえる店に」と話すご夫婦

ん
。
そ
の
定
食
に
必
ず
う
ど
ん
の
小
鉢
が
付
い

て
い
る
の
も
こ
だ
わ
り
の
一
つ
で
、「
讃
岐
と

同
じ
で
、
今
も
う
ど
ん
は
主
人
が
足
で
踏
ん
で

い
る
ん
で
す
よ
」
と
奥
さ
ん
の
春
子
さ
ん
が
言

え
ば
、「
た
だ
し
、
関
西
は
ダ
シ
の
文
化
で
す

か
ら
、
あ
ま
り
コ
シ
が
強
す
ぎ
て
も
…
…
」
と

貴
一
さ
ん
。
ご
く
自
然
な
会
話
か
ら
も
お
二
人

の
仲
の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　そ
の
仲
の
良
さ
は
お
二
人
だ
け
で
な
く
店
の

ス
タ
ッ
フ
と
の
間
に
も
言
え
る
よ
う
で
、「
う

ち
は
長
く
勤
め
て
く
れ
て
い
る
従
業
員
が
多
い

の
が
特
徴
で
、
親
子
二
代
で
と
い
う
パ
ー
ト
さ

ん
も
い
る
。
み
ん
な
ベ
テ
ラ
ン
で
、
よ
く
や
っ

て
く
れ
る
か
ら
お
客
さ
ん
が
大
勢
で
も
お
待
た

せ
す
る
こ
と
な
く
対
応
で
き
る
ん
で
す
。
お
客

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
に
も
常
に
感
謝
感

謝
で
す
」
と
、
お
二
人
。

　だ
か
ら
「
お
客
さ
ん
に
美
味
し
か
っ
た
よ
と

満
足
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
働
い
て
く

れ
て
い
る
従
業
員
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
店
で

あ
り
続
け
た
い
」
と
、
こ
れ
ま
た
異
口
同
音
に
。

ど
う
や
ら
そ
れ
が「
喜
両
由
」の〝
味
の
あ
る
〞

ポ
リ
シ
ー
の
よ
う
で
あ
る
。

●喜両由（きりょうよし）
　高砂市荒井町若宮町1－1
　☎079－442－1788
　営業時間／11：00～22：00
　　　　　　(21：30オーダーストップ）
　定 休 日／火曜日（休日の場合は営業）

キッコーマン食品㈱ 岩坂 文代さん　の推薦

お
客
様
の
満
足
と

　従
業
員
の
喜
び
が
一
番

婦人服「ブルーベリー」
オーナー兼店長

瀧 夕佳里さん詩吟の仲間たち
 私の宝物―それは吟道摂楠流姫路連合会で
共に詩吟の道に励んでいる仲間たちです。
 私が詩吟を始めたのは平成7年。姫路連合
会の8つある単位会の1つ播磨灘吟詠会に入
会したのですが、当初は渋々の参加。それが
変わったのは10年前に東京で開かれた全国吟
剣詩舞道大会に姫路連合会の女子代表として
召集されたことがきっかけです。大会に出場
するにあたって各単位会から選ばれた若手が
準備作業にあたったのですが、そこで出会っ
たのが私を含むこの4人の仲間。東京のホテ
ルでも一緒になって意気投合し、大会にも優
勝することができました。
 以来10年。所属する単位会はそれぞれ違い

ますが、それを超えた「いい関係」が今も続
いています。普通、詩吟の世界では先生が生
徒にアドバイスをすることはあっても、同列
の仲間同士ではまずしないのですが、私たち
はお互いに悪いところはビシッと言い合い、
そこはおかしいと「ダメ出し」もよくやって
います。それだけ信頼し合っているというこ
とで、一緒にカラオケに行ったり食事に行く
などの「私」の部分でも仲良くさせてもらっ
ています。4年前からは1月4日に私の店が
あるアスパのセントラルコートで4人が中心
となった吟詠会も開いています。これからも
互いに切磋琢磨して頑張っていきたいと思っ
ています。 仲良しの4人組の皆さんと

～ My Treasure ～～ My Treasure ～

特
定
の
機
序
、
疾
患
に
よ
る
も
の
・
妊
娠
糖
尿
病
」
な
ど
幾
つ

か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
の
糖
尿
病
の
ほ
と
ん
ど

は
2
型
糖
尿
病
で
す
。

　2
型
糖
尿
病
は
、
遺
伝
的
要
因
（
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
、
ま

た
は
両
方
が
糖
尿
病
で
あ
る
な
ど
）
に
生
活
習
慣
や
環
境
的
要

因
（
過
食
、
不
規
則
な
食
生
活
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
）
が
加
わ
っ
て
発
症
し
ま
す
。

　症
状
と
し
て
は
、
初
期
に
は
無
症
状
で
太
っ
て
い
る
人
が
多

い
の
で
す
が
、
症
状
が
進
行
す
る
と
「
す
ぐ
に
お
腹
が
す
く
」

「
食
べ
て
も
痩
せ
る
」「
体
が
だ
る
い
」「
ト
イ
レ
が
近
い
」「
す

ぐ
に
喉
が
渇
く
」
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
極
度
の
高
血
糖
状
態
に
な
る
と
意
識
障
害
を
来
た
し
、

昏
睡
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
合
併
症
に
よ
る
症

状
も
出
現
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
に
述
べ
る
こ
と

に
し
ま
す
。

　「糖
尿
病
」
と
い
う
病
気
を
簡
単
に
言
う
と
、「
イ
ン
ス
リ
ン

作
用
の
不
足
に
よ
る
慢
性
高
血
糖
を
主
徴
と
す
る
代
謝
疾
患

群
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　も
う
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
我
々
が
食
事
で
摂
取
し
た

糖
質
（
炭
水
化
物
）
は
、
小
腸
で
ブ
ド
ウ
糖
と
い
う
物
質
に
分

解
さ
れ
た
あ
と
吸
収
さ
れ
、
血
管
を
通
っ
て
全
身
に
運
ば
れ
ま

す
。
こ
の
血
液
中
に
含
ま
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
の
量
（
濃
度
）
の
こ

と
を
血
糖
値
と
言
い
、
食
事
に
よ
っ
て
こ
の
血
糖
値
が
上
昇
す

る
と
、
胃
の
裏
側
に
あ
る
膵
臓
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
に
は
ブ
ド
ウ

糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
た
り
、
別
の
物
質
に
合
成
し

て
貯
蔵
さ
せ
た
り
す
る
働
き
が
あ
り
、
そ
う
し
た
働
き
の
結
果
、

上
昇
し
た
血
糖
値
は
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　し
か
し
、
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、

働
き
が
悪
か
っ
た
り
す
る
と
ブ
ド
ウ
糖
が
き
ち
ん
と
処
理
さ
れ

ず
、
我
々
の
体
に
い
ろ
ん
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
れ
が

「
糖
尿
病
」
の
病
態
で
す
。

　糖
尿
病
に
は
、
「
1
型
糖
尿
病
・
2
型
糖
尿
病
・
そ
の
他
の

糖
尿
病
と
は
？

　
　
　
〜
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話
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①
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「職場の教養」を使った

活力朝礼で
会社は変わる！

全国で185万部発行185万

会員のひろば会員のひろば

1011

小
規
模
事
業
者
の
た
め
の

　

　
　
　融
資
制
度
の
ご
案
内

マ
ル
ケ
イ

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
貸
付

無
担
保
・
無
保
証
人

無
料
専
門
相
談
の
ご
案
内

無
料
専
門
相
談
の
ご
案
内

※

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※

相
談
日
は
、
専
門
相
談
員
の
都
合
に

よ
り
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ
先

　
高
砂
商
工
会
議
所
中
小
企
業
振
興
部

　
☎
０
７
９‐

４
４
３‐

０
５
０
０

税
務
相
談

毎
月
第
2
木
曜
日
　
13
時
〜
15
時

　
　
　
　
税
理
士
　
塩
谷
　
久
枝
先
生

法
律
相
談

毎
月
第
4
木
曜
日
　
13
時
〜
15
時　

　
　
　
　
弁
護
士
　
山
田
　
直
樹
先
生

特
許
相
談

※

あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
内
容
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

奇
数
月
第
3
木
曜
日
　
14
時
〜
16
時

　
　
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
発
明
協
会

健
康
相
談

毎
月
第
2
火
曜
日
　
13
時
〜
15
時

　
　
　
　
　
　
　
　
高
砂
市
医
師
会

事
業
の
発
展
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

当
商
工
会
議
所
の
推
薦
を
受
け
た
小
規
模

事
業
者
の
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

融
資
限
度
額
　
2,000
万
円
以
内

　金
　
利
　
年
　
1.11
％

　
　
　
　
　（
平
成
30
年
3
月
20
日
現
在
）

　期
　
間
　
運
転
資
金
７
年
以
内

　
　
　
　
設
備
資
金
10
年
以
内

　ご
利
用
で
き
る
方

◎
高
砂
市
内
で
1
年
以
上
引
き
続
き
事
業

を
行
い
、
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を

6
ヶ
月
以
上
受
け
て
い
る
方

　◎
従
業
員
が
20
人
以
下
（
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
の
場
合
は
5
人
以
下
）
の
法
人
・

個
人
事
業
主
の
方

　◎
そ
の
他
業
種
要
件
・
納
税
要
件
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
高
砂
商
工

会
議
所
中
小
企
業
振
興
部
ま
で
、
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
☎
0
7
9
–
4
4
3
–
0
5
0
0

※

平
成
21
年
度
よ
り
融
資
限
度
額
を
大
幅
拡
充
。

ま
た
、
融
資
期
間
も
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
第
213
回
珠
算
検
定
試
験（
1
級
〜
3
級
）

・
施
　行
　日
　
平
成
30
年
6
月
24
日（
日
）

・
申
込
期
間
　
平
成
30
年
4
月
16
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
5
月
24
日（
木
）

○
受
験
料
　
1
級
　
2
、3
0
0
円

　
　
　
　
　
　
2
級
　
1
、7
0
0
円

　
　
　
　
　
　
3
級
　
1
、5
0
0
円

【
問
合
せ
先
】
高
砂
商
工
会
議
所
　業
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
９
–
４
４
３
–
０
５
０
０

○
第
149
回
簿
記
検
定
試
験（
1
級
〜
3
級
）

・
施
　行
　日
　
平
成
30
年
6
月
10
日（
日
）

・
申
込
期
間
　
平
成
30
年
4
月
2
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
5
月
11
日（
金
）

○
受
験
料
　
1
級
　
7
、7
1
0
円

　
　
　
　
　
　
2
級
　
4
、6
3
0
円

　
　
　
　
　
　
3
級
　
2
、8
0
0
円

平成30年度

検
定
試
験
の

ご
案
内

☆
珠
算
能
力
検
定
試
験
☆

☆
簿
　記
　検
　定
　試
　験
☆

　
日
本
商
工
会
議
所
・
高
砂
商
工
会
議
所
主
催
に

よ
る
第
148
回
簿
記
検
定
試
験
を
2
月
25
日
㈰
、
高

砂
商
工
会
議
所
に
お
い
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
2
級
に
は
6
名
が
受
験
し
3
名
が
合
格
、
3
級

に
は
22
名
が
受
験
し
11
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
日
本
商
工
会
議
所
・
高
砂
商
工
会
議
所
主
催
に

よ
る
第
212
回
珠
算
検
定
試
験
を
2
月
11
日
㈰
、
高

砂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
1
級
に
は
40
名
が
受
験
し
12
名
が
合
格
、
2
級

に
は
50
名
が
受
験
し
26
名
が
合
格
、
3
級
に
は
63

名
が
受
験
し
38
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

【
第
148
回
簿
記
検
定
試
験
】

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
第
212
回
珠
算
検
定
試
験
】

PART6　未来計画書セミナー・PART7　インスタフォロワーアップセミナー開催
　1月18日㈭未来（事業）計画書作成セミナーを、ゆう税理士事務所　小林優子
税理士を講師にお招きし開催しました。6名が参加し､「わたしマップ」と「コ

編集や各種タグ付などを学びました｡（いずれもkitchen21　高砂市神爪にて開
催）今後の女性起業家の皆様の活躍を期待しています!!

ンセプトマップ」作成のワークなどをおこな
いました。2月15日㈭インスタフォロワー
アップセミナーを、12万人のフォロワーをも
つインスタグラマー6151さんを講師にお招き
し開催しました。29名が参加し、写真撮影、

兵
庫
県
立
松
陽
高
等
学
校

　
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
授
業

　
　
　
松
の
子
本
舗
XIII
が

　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
高
砂
商
工
会
議
所
が
松
陽

高
校
と
商
店
街
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
空

き
店
舗
等
を
有
効
に
活
用
し
て
商
店
街
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
経
営
者
の

芽
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
高
校
生
に
と
っ
て
は
机
上
の
学
習
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
商
店
街
の
方
々
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
自
主
的
な
企
画
・

提
案
を
も
と
に
一
年
を
通
じ
て
実
際
の
創
業

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
も
の
で
す
。
経
営

計
画
、
接
遇
や
店
づ
く
り
、
チ
ラ
シ
作
成
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
招
き
、
多
彩
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
創

業
計
画
に
つ
い
て
但
陽
信
用
金
庫
様
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
直
接
指
導
を
受

け
る
な
ど
、
実
践
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
で
13
回
目
と
な
り
、
伊
保
駅
前
商
店

街
「
か
ん
こ
ろ
り
ん
」
に
て
、
12
月
16
日
、

17
日
、
23
日
、
24
日
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
肉
植
物
や
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
、
北
海
道
の

ス
イ
ー
ツ
や
鎌
倉
の
手
作
り
ジ
ャ
ム
、
ア

ロ
ー
ム
伊
保
店
様
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
、
県
立
農
業
高
校
の
野
菜

な
ど
、
生
徒
が
企

画
し
て
き
た
商
品

を
一
生
懸
命
売
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。

24
日
に
は
伊
保
駅

前
商
店
街
の
も
ち

つ
き
大
会
も
同
時

開
催
し
、
大
変
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

女性起業家支援事業

　
2
月
6
日
㈫
、
Ｂ
Ａ
Ｒ 

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｃ

Ａ
　
代
表
者
　
大
串
信
也
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
開
催
し
ま
し
た
。
45
名
が
参
加
し
、
お

客
様
の
「
想
定
外
」
の
作
法
と

な
る
『
お
も
て
な
し
』
に
つ
い

て
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
な
ら
で
は

の
視
点
で
、「
目
配
り
・
気
配

り
・
心
配
り
」
の
3
点
か
ら
ご

教
示
い
た
だ
い
た
。

　
常
連
が
付
く
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
お
も
て
な

し
術
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、
観
光
の
目
玉

の
一
つ
で
あ
る
飲
食
を
通
じ
て
高
砂
市
の
観

光
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
の
思
い
で
企
画

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
各
店
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
高

め
る
他
、
フ
ァ
ン
作
り
が
で
き
る
事
業
も
検

討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

部
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

観
光
・
飲
食
部
会
　
　
　

部
会
長
　
信
原

　智
彦

し
、
働
き
方
改
革
の
必
要
性
と

先
進
事
例
紹
介
、
グ
ル
ー
プ
分

か
れ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
取
組
み
実
践
等
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
2
月
5
日
㈪
、
生
石
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、「
働
き
方
改
革
・
女
性
活
躍
推
進
事

業
」
第
2
弾
と
し
て
、（
一
社
）高
砂
市
勤
労

福
祉
財
団
と
の
共
催
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
と
し
て
㈱
I
C
B
　
瀧
井
先
生
を
お
招
き

　
2
月
13
日
㈫
当
所
大
会
議
室
に
お
い
て
、

明
石
高
専
と
の
連
携
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
明
石
高
専
の
研
究
活
動
及
び
技
術

相
談
に
つ
い
て
」と
題
し
、セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
38
名
が
参
加
さ
れ
、
明
石
高

専
笠
井
校
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
産
学
連
携
や
技
術
相
談
、

研
究
活
動
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
活

発
な
名
刺
交
換
も
行
わ
れ
今
後

の
連
携
の
推
進
を
図
る
う
え
で
、

大
変
意
義
深
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

　
高
砂
は
も
の
づ
く
り
の
町
で
す
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
り
、
敷
居

が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
た
明
石
高
専
へ
の
技

術
相
談
、
共
同
研
究
が
思
い
の
ほ
か
簡
単
に

出
来
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
も
の
づ
く
り
の
町
高
砂
復
権
の
た
め
、
大

い
に
明
石
高
専
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

部
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
の
づ
く
り
・
物
流
部
会

部
会
長
　
鎌
田

　和
也

ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
の

組
み
合
わ
せ
で
地
方
創
生
に
取

り
組
む
地
方
自
治
体
等
の
紹
介

も
あ
り
、
地
域
の
今
後
の
方
向

性
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

　
2
月
9
日
㈮
高
砂
商
工
会
議
所
大
会
議
室

に
て
、
三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
＆
リ
ー
ス

㈱
の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
地
方

創
生
に
対
す
る
リ
ー
ス
活
用
の
現
状
と
、
実

際
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
７
社
の
事
例
に
つ

い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
デ

（
三
和
鉄
工
㈱
）

（
荒
井
タ
ク
シ
ー
㈲
）

観
光・飲
食
部
会
事
業

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
教
え
る

『
お
も
て
な
し
』実
践
セ
ミ
ナ
ー

　〜
ム
ダ
を
売
る
仕
事
〜
開
催

も
の
づ
く
り・物
流
部
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催

情
報・文
化・健
康・サ
ー
ビ
ス
部
会
事
業

金
融
・
理
財
部
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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「職場の教養」を使った

活力朝礼で
会社は変わる！

全国で185万部発行185万

会員のひろば会員のひろば

1011

小
規
模
事
業
者
の
た
め
の

　

　
　
　融
資
制
度
の
ご
案
内

マ
ル
ケ
イ

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
貸
付

無
担
保
・
無
保
証
人

無
料
専
門
相
談
の
ご
案
内

無
料
専
門
相
談
の
ご
案
内

※

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※

相
談
日
は
、
専
門
相
談
員
の
都
合
に

よ
り
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ
先

　
高
砂
商
工
会
議
所
中
小
企
業
振
興
部

　
☎
０
７
９‐

４
４
３‐

０
５
０
０

税
務
相
談

毎
月
第
2
木
曜
日
　
13
時
〜
15
時

　
　
　
　
税
理
士
　
塩
谷
　
久
枝
先
生

法
律
相
談

毎
月
第
4
木
曜
日
　
13
時
〜
15
時　

　
　
　
　
弁
護
士
　
山
田
　
直
樹
先
生

特
許
相
談

※

あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
内
容
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

奇
数
月
第
3
木
曜
日
　
14
時
〜
16
時

　
　
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
発
明
協
会

健
康
相
談

毎
月
第
2
火
曜
日
　
13
時
〜
15
時

　
　
　
　
　
　
　
　
高
砂
市
医
師
会

事
業
の
発
展
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

当
商
工
会
議
所
の
推
薦
を
受
け
た
小
規
模

事
業
者
の
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

融
資
限
度
額
　
2,000
万
円
以
内

　金
　
利
　
年
　
1.11
％

　
　
　
　
　（
平
成
30
年
3
月
20
日
現
在
）

　期
　
間
　
運
転
資
金
７
年
以
内

　
　
　
　
設
備
資
金
10
年
以
内

　ご
利
用
で
き
る
方

◎
高
砂
市
内
で
1
年
以
上
引
き
続
き
事
業

を
行
い
、
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を

6
ヶ
月
以
上
受
け
て
い
る
方

　◎
従
業
員
が
20
人
以
下
（
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
の
場
合
は
5
人
以
下
）
の
法
人
・

個
人
事
業
主
の
方

　◎
そ
の
他
業
種
要
件
・
納
税
要
件
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
高
砂
商
工

会
議
所
中
小
企
業
振
興
部
ま
で
、
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
☎
0
7
9
–
4
4
3
–
0
5
0
0

※

平
成
21
年
度
よ
り
融
資
限
度
額
を
大
幅
拡
充
。

ま
た
、
融
資
期
間
も
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
第
213
回
珠
算
検
定
試
験（
1
級
〜
3
級
）

・
施
　行
　日
　
平
成
30
年
6
月
24
日（
日
）

・
申
込
期
間
　
平
成
30
年
4
月
16
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
5
月
24
日（
木
）

○
受
験
料
　
1
級
　
2
、3
0
0
円

　
　
　
　
　
　
2
級
　
1
、7
0
0
円

　
　
　
　
　
　
3
級
　
1
、5
0
0
円

【
問
合
せ
先
】
高
砂
商
工
会
議
所
　業
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
９
–
４
４
３
–
０
５
０
０

○
第
149
回
簿
記
検
定
試
験（
1
級
〜
3
級
）

・
施
　行
　日
　
平
成
30
年
6
月
10
日（
日
）

・
申
込
期
間
　
平
成
30
年
4
月
2
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
5
月
11
日（
金
）

○
受
験
料
　
1
級
　
7
、7
1
0
円

　
　
　
　
　
　
2
級
　
4
、6
3
0
円

　
　
　
　
　
　
3
級
　
2
、8
0
0
円

平成30年度

検
定
試
験
の

ご
案
内

☆
珠
算
能
力
検
定
試
験
☆

☆
簿
　記
　検
　定
　試
　験
☆

　
日
本
商
工
会
議
所
・
高
砂
商
工
会
議
所
主
催
に

よ
る
第
148
回
簿
記
検
定
試
験
を
2
月
25
日
㈰
、
高

砂
商
工
会
議
所
に
お
い
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
2
級
に
は
6
名
が
受
験
し
3
名
が
合
格
、
3
級

に
は
22
名
が
受
験
し
11
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
日
本
商
工
会
議
所
・
高
砂
商
工
会
議
所
主
催
に

よ
る
第
212
回
珠
算
検
定
試
験
を
2
月
11
日
㈰
、
高

砂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
1
級
に
は
40
名
が
受
験
し
12
名
が
合
格
、
2
級

に
は
50
名
が
受
験
し
26
名
が
合
格
、
3
級
に
は
63

名
が
受
験
し
38
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

【
第
148
回
簿
記
検
定
試
験
】

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
第
212
回
珠
算
検
定
試
験
】

PART6　未来計画書セミナー・PART7　インスタフォロワーアップセミナー開催
　1月18日㈭未来（事業）計画書作成セミナーを、ゆう税理士事務所　小林優子
税理士を講師にお招きし開催しました。6名が参加し､「わたしマップ」と「コ

編集や各種タグ付などを学びました｡（いずれもkitchen21　高砂市神爪にて開
催）今後の女性起業家の皆様の活躍を期待しています!!

ンセプトマップ」作成のワークなどをおこな
いました。2月15日㈭インスタフォロワー
アップセミナーを、12万人のフォロワーをも
つインスタグラマー6151さんを講師にお招き
し開催しました。29名が参加し、写真撮影、

兵
庫
県
立
松
陽
高
等
学
校

　
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
授
業

　
　
　
松
の
子
本
舗
XIII
が

　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
高
砂
商
工
会
議
所
が
松
陽

高
校
と
商
店
街
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
空

き
店
舗
等
を
有
効
に
活
用
し
て
商
店
街
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
経
営
者
の

芽
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
高
校
生
に
と
っ
て
は
机
上
の
学
習
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
商
店
街
の
方
々
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
自
主
的
な
企
画
・

提
案
を
も
と
に
一
年
を
通
じ
て
実
際
の
創
業

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
も
の
で
す
。
経
営

計
画
、
接
遇
や
店
づ
く
り
、
チ
ラ
シ
作
成
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
招
き
、
多
彩
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
創

業
計
画
に
つ
い
て
但
陽
信
用
金
庫
様
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
直
接
指
導
を
受

け
る
な
ど
、
実
践
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
で
13
回
目
と
な
り
、
伊
保
駅
前
商
店

街
「
か
ん
こ
ろ
り
ん
」
に
て
、
12
月
16
日
、

17
日
、
23
日
、
24
日
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
肉
植
物
や
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
、
北
海
道
の

ス
イ
ー
ツ
や
鎌
倉
の
手
作
り
ジ
ャ
ム
、
ア

ロ
ー
ム
伊
保
店
様
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
、
県
立
農
業
高
校
の
野
菜

な
ど
、
生
徒
が
企

画
し
て
き
た
商
品

を
一
生
懸
命
売
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。

24
日
に
は
伊
保
駅

前
商
店
街
の
も
ち

つ
き
大
会
も
同
時

開
催
し
、
大
変
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

女性起業家支援事業

　
2
月
6
日
㈫
、
Ｂ
Ａ
Ｒ 

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｃ

Ａ
　
代
表
者
　
大
串
信
也
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
開
催
し
ま
し
た
。
45
名
が
参
加
し
、
お

客
様
の
「
想
定
外
」
の
作
法
と

な
る
『
お
も
て
な
し
』
に
つ
い

て
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
な
ら
で
は

の
視
点
で
、「
目
配
り
・
気
配

り
・
心
配
り
」
の
3
点
か
ら
ご

教
示
い
た
だ
い
た
。

　
常
連
が
付
く
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
お
も
て
な

し
術
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、
観
光
の
目
玉

の
一
つ
で
あ
る
飲
食
を
通
じ
て
高
砂
市
の
観

光
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
の
思
い
で
企
画

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
各
店
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
高

め
る
他
、
フ
ァ
ン
作
り
が
で
き
る
事
業
も
検

討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

部
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

観
光
・
飲
食
部
会
　
　
　

部
会
長
　
信
原

　智
彦

し
、
働
き
方
改
革
の
必
要
性
と

先
進
事
例
紹
介
、
グ
ル
ー
プ
分

か
れ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
取
組
み
実
践
等
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
2
月
5
日
㈪
、
生
石
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、「
働
き
方
改
革
・
女
性
活
躍
推
進
事

業
」
第
2
弾
と
し
て
、（
一
社
）高
砂
市
勤
労

福
祉
財
団
と
の
共
催
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
と
し
て
㈱
I
C
B
　
瀧
井
先
生
を
お
招
き

　
2
月
13
日
㈫
当
所
大
会
議
室
に
お
い
て
、

明
石
高
専
と
の
連
携
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
明
石
高
専
の
研
究
活
動
及
び
技
術

相
談
に
つ
い
て
」と
題
し
、セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
38
名
が
参
加
さ
れ
、
明
石
高

専
笠
井
校
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
産
学
連
携
や
技
術
相
談
、

研
究
活
動
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
活

発
な
名
刺
交
換
も
行
わ
れ
今
後

の
連
携
の
推
進
を
図
る
う
え
で
、

大
変
意
義
深
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

　
高
砂
は
も
の
づ
く
り
の
町
で
す
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
り
、
敷
居

が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
た
明
石
高
専
へ
の
技

術
相
談
、
共
同
研
究
が
思
い
の
ほ
か
簡
単
に

出
来
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
も
の
づ
く
り
の
町
高
砂
復
権
の
た
め
、
大

い
に
明
石
高
専
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

部
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
の
づ
く
り
・
物
流
部
会

部
会
長
　
鎌
田

　和
也

ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
の

組
み
合
わ
せ
で
地
方
創
生
に
取

り
組
む
地
方
自
治
体
等
の
紹
介

も
あ
り
、
地
域
の
今
後
の
方
向

性
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

　
2
月
9
日
㈮
高
砂
商
工
会
議
所
大
会
議
室

に
て
、
三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
＆
リ
ー
ス

㈱
の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
地
方

創
生
に
対
す
る
リ
ー
ス
活
用
の
現
状
と
、
実

際
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
７
社
の
事
例
に
つ

い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
デ

（
三
和
鉄
工
㈱
）

（
荒
井
タ
ク
シ
ー
㈲
）

観
光・飲
食
部
会
事
業

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
教
え
る

『
お
も
て
な
し
』実
践
セ
ミ
ナ
ー

　〜
ム
ダ
を
売
る
仕
事
〜
開
催

も
の
づ
く
り・物
流
部
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催

情
報・文
化・健
康・サ
ー
ビ
ス
部
会
事
業

金
融
・
理
財
部
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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高砂市高砂町浜田町２－３－５
TEL（０７９）４４２－２６８１

三井住友銀行高砂支店

高砂市伊保港町１丁目８－１
TEL（０７９）４４８－６００１

兵庫信用金庫高砂支店

高砂市荒井町若宮町１３－７
TEL（０７９）４４３－４３５６

但 馬 銀 行 高 砂 支 店

高砂市荒井町中新町８－１８
TEL（０７９）４４３－４３０１

み な と 銀 行 高 砂 支 店

高砂市荒井町御旅２丁目１０－２
TEL（０７９）４４３－１３１３

西兵庫信用金庫高砂支店

高 砂 市 神 爪 １ 丁 目 １ ０－２
TEL（０７９）４３２－８７１１

日新信用金庫宝殿支店

高 砂 市 伊 保 １ 丁 目 ４－１
TEL（０７９）４４７－０８２４

ＪＡ兵 庫 南 伊 保 支 店

“地元を愛し”　“地元に生きる”
高砂金融会（順不同）

企業発展のために　！！
会員のひろば

12

新入会員紹介

業　　種事　業　所　名 所　在　地 電　　話
凌工業
一家言
イーコマース　ラボ
㈱後藤回漕店
ファブラボタカサゴ(一社)マチノエン
下田工業
㈱ビナン高砂出張所
㈱三建
中屋
葵興業
ごちそう村高砂店
Merrily
アルステーション不動産
村人倶楽部
㈱CarService FRIENDS
ホリーズカフェ
行政書士十倉洋治事務所
CIEL deux
㈱クマダ加古川営業所
㈱MHPSコントロールシステムズ
高砂事業所
ファミリーマート　高砂松陽一丁目店
ao工務店
㈲輝榮工業
和創作　典
ワンズゴルフアカデミー
アース不動産
㈱神戸新聞社東播支社
(公財)産業雇用安定センター兵庫事務所
㈱クロカワキッチン　ニコニコカレー
エイチ・エス・ケー㈱
あいおいアクアリウム
西山荘
㈱放電精密加工研究所　岡山事業所
㈱誠工業　中筋営業所
平井工業
インヤン・フラワー・カフェ
eF design
フィリップモリスジャパン(同)姫路営業所
亀田運送
行政書士　翔　事務所
㈱アールジェイビー
高砂ミネイロフットボールクラブ
糟谷社会保険労務士事務所
MHIプラントエンジニアリング＆コンストラクション㈱
土木・建築事業部近畿建設統括部
青木工業

490-2773
090-5157-3673
080-3852-0311
078-321-2141
442-0172
440-1864
444-1000
423-0032
442-1558
498-2320
447-6799

080-2512-5861
440-9001

070-2311-8796
433-8575

447-1778
498-2690
424-1114

445-9891

446-7505
090-1158-6742
447-2007
490-4710
449-1562
444-0140
422-2889
078-366-4252
433-2222
440-1636

050-5897-7039
449-4120
086-995-3100
439-7472

090-6607-0589
451-6008
433-0533
06-4798-1766
443-0372
439-6250
442-4552

090-2706-0491
078-367-5233

045-200-9800

080-3788-6906

金属加工業
飲食店
ホームページ制作
港湾運送事業
サービス業
金属加工業
リース業
注文住宅販売
生鮮食料品販売
建設業
飲食業
運動教室
不動産業
青果販売
自動車販売
飲食業
行政書士
美容業
プラント工事

機械設計業

小売業
リフォーム業
建設業
飲食業
ゴルフレッスン
不動産業
新聞業
無料職業紹介業
飲食業
金属加工業
レンタル業
飲食業
金属加工業
建設業
建設業
飲食業
美容業
加熱式たばこ取扱
運送業
行政書士
アンチエイジング事業
フットボールクラブ
社会保険労務士

建設業

機械メンテナンス

高砂市米田町米田1002-5
高砂市阿弥陀町魚橋207-89
高砂市荒井町小松原1-17-35
神戸市中央区海岸通3-2-1
高砂市高砂町次郎助町1576
高砂市曽根町843グレイスレジデンス曽根201号
高砂市荒井町新浜2-15-5
加古川市加古川町溝之口584
高砂市高砂町鍛冶屋町1422-1
高砂市曽根町1766-2-210
高砂市阿弥陀町魚橋1048-1
高砂市米田町塩市182-3
高砂市今市2-8-27
高砂市荒井町東本町5-22
高砂市米田町米田1145-2
高砂市緑丘2-1-40
高砂市梅井1-3-5
加古川市加古川町木村70-1
加古川市加古川町大野954

高砂市荒井町新浜2-1-1

高砂市松陽1-144
高砂市荒井町日之出町4-10-103
高砂市曽根町2441-28
高砂市荒井町扇町13-15 2F
高砂市曽根町803-2
高砂市高砂町朝日町3-2-22-2F
加古川市加古川町北在家2311
神戸市中央区元町通6-1-8東栄ビル3階
加古川市米田町平津456
高砂市米田町米田1158-1
高砂市伊保崎6-3-12-6
高砂市竜山2-170-26
岡山県赤磐市釣井100-2
高砂市伊保町中筋1335
高砂市伊保2-4-10-103
高砂市高砂町清水町1506
高砂市神爪1-9-4ジュネス宝殿103
大阪市北区堂島2-4-27新藤田ビル15階
高砂市西畑1-6-10
高砂市曽根町2773-13
高砂市百合丘127-1
高砂市曽根町641ヴェルドミールⅡ 202号室
神戸市中央区北長狭通5-1-21福建会館ビル301号

横浜市みなとみらい3-3-1

高砂市阿弥陀町北池101-3

平成29年6月1日から平成30年1月31日までに入会された会員（45事業所）です。
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高砂市高砂町浜田町２－３－５
TEL（０７９）４４２－２６８１

三井住友銀行高砂支店

高砂市伊保港町１丁目８－１
TEL（０７９）４４８－６００１

兵庫信用金庫高砂支店

高砂市荒井町若宮町１３－７
TEL（０７９）４４３－４３５６

但 馬 銀 行 高 砂 支 店

高砂市荒井町中新町８－１８
TEL（０７９）４４３－４３０１

み な と 銀 行 高 砂 支 店

高砂市荒井町御旅２丁目１０－２
TEL（０７９）４４３－１３１３

西兵庫信用金庫高砂支店

高 砂 市 神 爪 １ 丁 目 １ ０－２
TEL（０７９）４３２－８７１１

日新信用金庫宝殿支店

高 砂 市 伊 保 １ 丁 目 ４－１
TEL（０７９）４４７－０８２４

ＪＡ兵 庫 南 伊 保 支 店

“地元を愛し”　“地元に生きる”
高砂金融会（順不同）

企業発展のために　！！
会員のひろば

12

新入会員紹介

業　　種事　業　所　名 所　在　地 電　　話
凌工業
一家言
イーコマース　ラボ
㈱後藤回漕店
ファブラボタカサゴ(一社)マチノエン
下田工業
㈱ビナン高砂出張所
㈱三建
中屋
葵興業
ごちそう村高砂店
Merrily
アルステーション不動産
村人倶楽部
㈱CarService FRIENDS
ホリーズカフェ
行政書士十倉洋治事務所
CIEL deux
㈱クマダ加古川営業所
㈱MHPSコントロールシステムズ
高砂事業所
ファミリーマート　高砂松陽一丁目店
ao工務店
㈲輝榮工業
和創作　典
ワンズゴルフアカデミー
アース不動産
㈱神戸新聞社東播支社
(公財)産業雇用安定センター兵庫事務所
㈱クロカワキッチン　ニコニコカレー
エイチ・エス・ケー㈱
あいおいアクアリウム
西山荘
㈱放電精密加工研究所　岡山事業所
㈱誠工業　中筋営業所
平井工業
インヤン・フラワー・カフェ
eF design
フィリップモリスジャパン(同)姫路営業所
亀田運送
行政書士　翔　事務所
㈱アールジェイビー
高砂ミネイロフットボールクラブ
糟谷社会保険労務士事務所
MHIプラントエンジニアリング＆コンストラクション㈱
土木・建築事業部近畿建設統括部
青木工業

490-2773
090-5157-3673
080-3852-0311
078-321-2141
442-0172
440-1864
444-1000
423-0032
442-1558
498-2320
447-6799

080-2512-5861
440-9001

070-2311-8796
433-8575

447-1778
498-2690
424-1114

445-9891

446-7505
090-1158-6742
447-2007
490-4710
449-1562
444-0140
422-2889
078-366-4252
433-2222
440-1636

050-5897-7039
449-4120
086-995-3100
439-7472

090-6607-0589
451-6008
433-0533
06-4798-1766
443-0372
439-6250
442-4552

090-2706-0491
078-367-5233

045-200-9800

080-3788-6906

金属加工業
飲食店
ホームページ制作
港湾運送事業
サービス業
金属加工業
リース業
注文住宅販売
生鮮食料品販売
建設業
飲食業
運動教室
不動産業
青果販売
自動車販売
飲食業
行政書士
美容業
プラント工事

機械設計業

小売業
リフォーム業
建設業
飲食業
ゴルフレッスン
不動産業
新聞業
無料職業紹介業
飲食業
金属加工業
レンタル業
飲食業
金属加工業
建設業
建設業
飲食業
美容業
加熱式たばこ取扱
運送業
行政書士
アンチエイジング事業
フットボールクラブ
社会保険労務士

建設業

機械メンテナンス

高砂市米田町米田1002-5
高砂市阿弥陀町魚橋207-89
高砂市荒井町小松原1-17-35
神戸市中央区海岸通3-2-1
高砂市高砂町次郎助町1576
高砂市曽根町843グレイスレジデンス曽根201号
高砂市荒井町新浜2-15-5
加古川市加古川町溝之口584
高砂市高砂町鍛冶屋町1422-1
高砂市曽根町1766-2-210
高砂市阿弥陀町魚橋1048-1
高砂市米田町塩市182-3
高砂市今市2-8-27
高砂市荒井町東本町5-22
高砂市米田町米田1145-2
高砂市緑丘2-1-40
高砂市梅井1-3-5
加古川市加古川町木村70-1
加古川市加古川町大野954

高砂市荒井町新浜2-1-1

高砂市松陽1-144
高砂市荒井町日之出町4-10-103
高砂市曽根町2441-28
高砂市荒井町扇町13-15 2F
高砂市曽根町803-2
高砂市高砂町朝日町3-2-22-2F
加古川市加古川町北在家2311
神戸市中央区元町通6-1-8東栄ビル3階
加古川市米田町平津456
高砂市米田町米田1158-1
高砂市伊保崎6-3-12-6
高砂市竜山2-170-26
岡山県赤磐市釣井100-2
高砂市伊保町中筋1335
高砂市伊保2-4-10-103
高砂市高砂町清水町1506
高砂市神爪1-9-4ジュネス宝殿103
大阪市北区堂島2-4-27新藤田ビル15階
高砂市西畑1-6-10
高砂市曽根町2773-13
高砂市百合丘127-1
高砂市曽根町641ヴェルドミールⅡ 202号室
神戸市中央区北長狭通5-1-21福建会館ビル301号

横浜市みなとみらい3-3-1

高砂市阿弥陀町北池101-3

平成29年6月1日から平成30年1月31日までに入会された会員（45事業所）です。
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地域・企業と人を結ぶ つなぐ 広げる地域・企業と人を結ぶ つなぐ 広げる

高砂商工会議所報高砂商工会議所報
平成30年4月2日発行　http://www.takasago-cci.or.jp平成30年4月2日発行　http://www.takasago-cci.or.jp

　
特 集

VOL. 249VOL. 249

新緑の採石場新緑の採石場

●会 議 所 の 動 き　平成30年度事業計画・収支予算承認
●会員インタビュー　｢手遅れ」という言葉が嫌い　これからも挑戦し続けたい！
●レディース・ゴー　もう前を向くだけ！音楽の楽しさを多くの人に！

高砂小学校第6代校長を務めた信念と気骨の教育者　廣田虎之助
関西サッカーリーグ１部に昇格！　高砂ミネイロフットボールクラブ
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